
近
江
銀
行
設
立
前
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
江
州
商
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
一

傳

田

功

一
　
は
し
が
き

　
近
江
銀
行
は
明
治
二
十
七
年
三
月
、
い
わ
ゆ
る
江
州
商
人
た
ち
の
手
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
銀
行
で
あ
る
。
本
店
を
大
阪
市
に
お
き
、
資
本
金

五
〇
万
円
の
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
波
乱
曲
折
を
た
ど
り
な
が
ら
、
綿
業
関
係
企
業
と
の
取
引
を
中
心
と
す
る
金
融

機
関
と
し
て
発
展
、
と
く
に
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
、
積
極
的
な
貸
出
し
に
よ
り
業
績
を
伸
長
し
、
い
わ
ゆ
る
大
銀
行
の
仲
間
入
り
を
果
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

店
舗
を
関
東
地
方
に
も
拡
大
す
る
な
ど
、
大
戦
ブ
ー
ム
の
白
熱
化
の
過
程
で
の
発
展
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
明
治
四
三
年
有
力
銀
行
に
よ
る
国
債
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
銀
行
の
別
名
と
も
い
う

べ
き
メ
ン
バ
ー
銀
行
は
、
正
金
、
興
銀
の
特
殊
銀
行
二
行
の
外
、
東
京
、
大
阪
の
普
通
銀
行
一
三
行
で
構
成
さ
れ
、
東
京
側
は
第
】
、
三
井
、

三
菱
、
十
五
、
第
百
、
第
三
、
安
田
の
七
行
、
大
阪
側
は
三
十
四
、
鴻
池
、
住
友
、
北
浜
、
浪
速
、
山
口
の
六
行
が
メ
ン
バ
ー
銀
行
と
な
っ
て

い
た
。
そ
の
後
こ
の
構
成
に
は
変
化
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
国
債
お
よ
び
外
債
に
関
す
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
制
度
が

発
展
し
、
大
正
六
年
新
た
に
組
織
さ
れ
た
国
債
引
受
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
は
二
三
行
で
構
成
さ
れ
、
大
阪
で
は
浪
速
、
三
十
四
、
住
友
、
鴻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

池
、
山
口
、
近
江
、
加
島
、
百
三
十
の
八
行
が
メ
ン
バ
ー
銀
行
と
さ
れ
て
い
た
。
近
江
銀
行
は
こ
の
時
期
か
ら
、
わ
が
国
主
要
銀
行
の
ひ
と
つ

近
江
銀
行
設
立
前
後



近
江
銀
行
設
立
前
後

二

に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
第
一
次
大
戦
中
に
は
、
外
国
為
替
業
務
を
営
む
普
通
銀
行
が
増
加
し
て
い
る
が
、
早
く
か
ら

こ
の
分
野
に
進
出
し
て
い
た
三
井
、
三
菱
、
住
友
な
ど
七
行
に
加
え
、
近
江
銀
行
も
安
田
、
山
口
、
加
島
、
名
古
屋
の
諸
行
と
と
も
に
参
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
近
江
銀
行
の
、
大
戦
期
に
お
け
る
発
展
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
近
江
銀
行
は
前
述
の
よ
う
に
、
と
く
に
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
発
展
を
通
じ
、
わ
が
国
に
お
け
る
主
要
銀
行
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
に

至
っ
た
が
、
大
正
九
年
春
の
反
動
恐
慌
以
後
業
績
不
振
を
招
き
、
不
良
債
権
の
処
理
に
苦
し
み
、
や
が
て
昭
和
二
年
に
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
昭

和
金
融
恐
慌
に
よ
り
破
綻
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
恐
慌
期
に
倒
産
し
た
神
戸
市
に
本
店
を
お
く
鈴
木
商
店
や
、
同
店
と
深
い
取
引
関

係
に
あ
っ
た
台
湾
銀
行
の
動
向
は
、
昭
和
金
融
史
に
お
け
る
周
知
の
経
過
で
あ
っ
た
が
、
近
江
銀
行
の
破
綻
に
至
る
過
程
も
ま
た
、
わ
が
国
金

融
史
の
重
要
な
側
面
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
今
B
な
お
多
く
の
教
訓
を
残
す
歴
史
的
な
経
過
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
近
江
銀
行
に
つ
い
て
二
、
三
の
拙
論
を
こ
の
紀
要
に
寄
稿
し
て
き
た
が
、
小
論
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
近
江
銀
行
の
創

設
期
か
ら
大
正
初
年
に
至
る
ま
で
の
期
間
を
取
り
上
げ
、
銀
行
の
創
設
、
発
展
に
か
か
わ
っ
て
き
た
、
江
州
出
身
の
実
業
人
た
ち
と
同
行
と
の

関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
第
一
次
大
戦
期
以
降
の
同
行
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
既
刊
の
拙
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
　
（
1
）
菅
野
和
太
郎
氏
は
、
大
阪
の
商
業
と
江
州
商
人
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
江
州
商
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
近
江
銀
行
に
ふ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
コ
抑
も
大
阪
を
し
て
、
我
国
商
業
の
中
心
た
る
の
地
位
を
確
保
す
る
に
至
ら
し
め
た
も
の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
船
場
に
店
舗
を
構
へ
た
る
商
人
で
あ
る
。
即
ち
船
場
は
大
阪

　
　
　
　
商
業
の
中
心
に
し
て
、
大
阪
商
人
と
し
て
の
名
声
は
一
に
船
場
商
人
に
よ
り
て
発
揚
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
船
場
に
お
い
て
偉
大
な
る
勢
力
を
有
す
る
も
の
が
、

　
　
　
　
取
り
も
直
さ
ず
近
江
商
人
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
此
等
の
近
江
商
人
は
主
と
し
て
綿
糸
布
並
に
呉
服
類
の
販
売
に
従
事
し
て
居
る
。
而
し
て
船
場
に
店
舗

　
　
　
　
を
構
へ
た
る
、
近
江
商
人
の
資
力
に
よ
り
て
産
み
出
さ
れ
た
も
の
か
彼
の
近
江
銀
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
営
業
は
失
敗
に
終
っ
た
と
は
い
え
、
兎
も
角
近
江
商
人
に
よ
り
て
一
つ

　
　
　
　
の
大
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
近
江
商
人
が
大
阪
の
．
商
業
界
に
於
て
大
勢
力
を
有
し
た
こ
と
を
明
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
し
と
。
（
菅
野
和
太
郎
『
大

　
　
　
　
阪
経
済
史
研
究
』
（
復
刻
版
）
清
文
堂
出
版
、
昭
和
五
七
年
、
一
一
一
一
＝
二
頁
。
原
著
は
昭
和
］
○
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
2
）
土
屋
喬
雄
監
修
『
地
方
銀
行
小
史
』
全
国
地
方
銀
行
協
会
、
昭
和
三
六
年
、
一
〇
九
頁
お
よ
び
＝
二
〇
頁
参
照
。

　
　
（
3
）
竹
澤
正
武
『
日
本
金
融
百
年
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
三
年
、
二
王
入
～
二
八
九
頁
参
照
。

　
　
（
4
）
拙
稿
「
近
江
銀
行
の
破
綻
－
昭
和
金
融
恐
慌
の
一
側
面
I
」
（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
『
研
究
紀
要
』
第
六
号
所
収
）
、
同
「
滋
賀
県
に
お
け
る
金
融
恐
慌
－
昭
和
金



融
恐
慌
を
中
心
と
し
て
一
L
（
『
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
所
収
）
、

て
昭
和
金
融
恐
慌
期
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。

コ
近
江
銀
行
の
軌
跡
－
日
本
銀
行
特
別
融
通
と
の
関
連
一
L
（
『
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
所
収
）
な
ど
、
主
と
し

二
　
江
州
商
人
と
綿
業
と
の
関
係

　
江
州
商
人
の
活
動
は
、
多
く
の
人
の
知
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
商
品
経
済
の
進
展
や
、
都
市
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

彼
等
は
江
戸
時
代
か
ら
、
江
戸
の
日
本
橋
・
京
都
の
室
町
通
・
大
坂
の
船
場
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
進
出
し
、
繊
維
問
屋
、
呉
服
問
屋
街
に
軒

を
な
ら
べ
、
こ
こ
を
拠
点
に
広
域
的
な
商
圏
の
拡
大
を
は
か
っ
て
き
た
。
勤
労
節
倹
を
旨
と
す
る
生
活
態
度
、
卓
越
し
た
商
才
や
優
れ
た
情
報

戦
略
な
ど
、
江
州
商
人
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
湖
国
の
生
ん
だ
商
人
た
ち
の
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
活
動
は
、
ま
さ
に
刮
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
明
治
維
新
後
の
経
済
情
勢
は
、
彼
等
の
商
業
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
維
新
後
新
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
に
、
中
央
集
権
的
な
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
幕
藩
体
制
下
の
地
域
的
な
閉
鎖
性
が
解
消
さ
れ
、
従
来
の
商
業
組
織
、
商

業
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
鉄
道
や
道
路
、
郵
便
や
通
信
施
設
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整

備
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う
国
内
市
場
の
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、
流
通
機
構
の
面
に
も
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
や
が
て
旧

体
制
の
も
と
で
の
商
業
活
動
を
衰
退
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
よ
う
な
動
向
を
象
徴
す
る
も
の
が
、
政
治
的
、
経
済
的
な
中
心
地
と
し
て
の

東
京
の
発
展
で
あ
り
、
商
業
都
市
大
阪
の
衰
退
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
商
家
に
み
ら
れ
る
保
守
的
な
態
度
も
、

新
し
い
時
代
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の
変
動
期
に
は
、
時
代
の
波
に
乗
り
お
く
れ
た
商
家
の

閉
店
、
没
落
が
数
多
く
み
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
江
州
商
人
の
場
合
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
一
方
に
お
い
て
、
明
治
維
新
以
後
、
大
阪
や
近
江
の
商
人
達
の
中
か
ら
も
、
古
い
商
法
か
ら
脱
し
、
近
代
産
業
の
経
営
者
と
し
て
転

近
江
銀
行
設
立
前
後

三



近
江
銀
行
設
立
前
後

四

生
し
て
い
く
人
々
も
次
第
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
江
州
商
人
の
場
合
も
、
明
治
二
〇
年
代
初
め
ご
ろ
か
ら
、
と
く
に
大
阪
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
、
新
た
な
経
済
活
動
に
進
出
し
て
い
く
人
々
が
数
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
明
治
期
の
大
阪
の
商
工
業
の
う
ち
、
特

に
顕
著
な
発
展
を
と
げ
た
の
は
綿
業
で
あ
っ
た
。
綿
糸
紡
績
業
を
中
心
と
す
る
わ
が
国
の
綿
業
は
、
大
阪
を
中
心
と
し
て
発
達
し
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
菅
野
和
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
其
の
綿
業
界
に
嘗
て
最
も
勢
力
を
有
す
る
者
は
近
江
商
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
年
に
刊

行
さ
れ
た
同
氏
の
『
大
阪
経
済
史
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
「
紡
績
業
の
発
達
と
近
江
商
人
と
の
間
の
関
係
を
見
る
に
、
明
治
二
十
年
頃
紡
績
業
が
大

阪
に
勃
興
し
た
時
、
近
江
商
人
で
其
の
紡
績
会
社
の
発
起
に
参
与
し
た
る
者
は
少
な
か
ら
ず
、
今
日
に
お
い
て
も
、
近
江
商
人
の
天
蓋
た
る
阿

部
房
次
郎
氏
は
、
東
洋
紡
績
株
式
会
社
の
社
長
た
る
と
同
時
に
大
日
本
紡
績
連
合
会
の
会
長
で
あ
り
、
其
他
紡
績
会
社
の
重
役
に
近
江
商
人
の

　
　
　
　
　
　
（
2
）

名
が
多
く
見
さ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
中
期
ご
ろ
か
ら
利
潤
獲
得
の
機
会
が
工
業
生
産
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
江
州
商
人

も
従
来
の
よ
う
な
資
本
の
流
動
費
的
運
用
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
上
に
資
本
の
固
定
費
的
運
用
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大

阪
・
京
都
あ
る
い
は
東
京
な
ど
の
店
舗
は
番
頭
ら
に
ゆ
だ
ね
、
主
人
は
製
糸
、
製
麻
、
紡
績
な
ど
の
新
事
業
に
進
出
、
経
営
者
と
し
て
、
あ
る

い
は
有
力
株
・
王
と
し
て
こ
れ
ら
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
江
州
出
身
者
の
場
合
は
、
と
く
に
紡
績
業
を
は
じ
め

と
す
る
綿
業
と
の
関
係
を
深
め
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
た
。

　
菅
野
和
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
紡
績
企
業
の
製
品
で
あ
る
綿
糸
布
の
販
売
に
つ
い
て
も
、
「
其
の
大
半
が
近
江
商
人
に
よ
り
て
取
扱
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
断
言
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
「
綿
糸
の
原
料
た
る
棉
花
の
売
買
上
に
於
て
も
近
江
商
人
が
実
勢
力
を
有
し
て
い
る
」
と
語

ら
れ
て
い
る
。
江
州
商
人
に
よ
る
か
よ
う
な
事
業
へ
の
関
与
は
、
明
治
期
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
国
内
に
お
け
る
綿
糸
布

の
販
売
は
や
が
て
海
外
市
場
の
開
拓
に
向
け
ら
れ
、
さ
ら
に
貿
易
商
社
の
創
設
に
導
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
や
丸
紅

株
式
会
社
の
発
達
史
は
、
か
よ
う
な
経
過
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
綿
花
の
取
引
に
も
江
州
商
人
の
か
か
わ
る
と
こ
ろ
多
く
、
兼
松
株
式
会

社
の
前
身
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
江
商
株
式
会
社
は
、
明
治
三
両
年
に
江
州
商
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
企
業
で
あ
り
、
同
社
は
第
二
次
大
戦



前
に
お
い
て
は
、
東
洋
綿
花
、
日
本
綿
花
と
並
ぶ
主
要
な
綿
花
の
輸
入
商
社
で
あ
っ
た
。
江
州
商
人
に
よ
る
明
治
期
以
来
の
新
事
業
へ
の
関
与

は
、
も
と
よ
り
前
述
の
よ
う
な
領
域
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
（
5
）

事
実
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
心
が
綿
業
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

（
1
）
滋
賀
県
『
勧
業
課
報
告
』
第
四
十
二
号
（
明
治
一
六
年
一
二
月
刊
）
は
、
「
県
下
の
商
業
者
に
望
む
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
の
せ
て
い
る
。
当
時
の
県
の
意
向
や
江

　
　
州
商
人
の
動
向
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
江
戸
時
代
の
］
江
州
の
商
人
は
、
敏
捷
に
も
支
店
を
各
地
に
設
け
、
或
は
遠
く
行
商
を
な
し
、
而
し
て
彼
の
乏
し
き
も
の
は
此
の
余
れ
る
も
の
を
以
て
之
を
給
し
、
此
の
少
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
し
　
　
　
た
す

　
　
も
の
は
彼
の
多
き
も
の
を
以
て
之
を
補
ひ
、
東
奔
西
走
有
無
相
通
じ
、
彼
此
相
資
け
、
功
に
通
商
の
媒
介
者
と
な
り
て
能
く
資
本
を
運
転
利
用
し
、
随
て
大
利
鴻
益
を
占
有
せ

　
　
し
と
錐
も
、
今
や
世
の
交
通
全
く
開
け
各
地
の
商
費
日
に
進
取
長
腎
の
気
象
を
養
成
し
、
競
て
直
貿
易
を
営
み
復
た
江
州
商
人
の
手
を
仮
ら
さ
る
L
状
態
と
な
っ
て
き
た
こ
と

　
　
を
指
摘
し
、
江
州
商
人
も
ま
た
』
歩
を
進
み
海
外
各
国
と
の
貿
易
に
着
手
し
て
、
再
び
江
州
商
人
の
伎
彌
を
あ
ら
は
す
か
、
左
も
な
く
ば
工
業
に
従
事
し
て
充
分
に
資
本
を

　
　
利
用
す
る
の
外
良
策
な
か
る
べ
し
、
蓋
し
我
が
江
州
の
物
産
た
る
農
産
と
云
ひ
工
産
と
云
ひ
、
他
に
比
す
れ
ば
或
は
勝
る
あ
る
も
敢
て
劣
ら
ざ
る
べ
し
と
錐
も
、
豪
商
大
費
が

　
　
所
有
す
る
資
本
に
比
す
れ
ば
、
此
物
産
を
以
て
其
資
本
を
運
転
利
用
す
る
に
足
れ
り
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ず
、
故
に
大
に
資
本
を
工
業
に
拠
て
而
し
て
利
用
せ
ん
こ
と
現
今
棄
つ

　
　
べ
か
ら
さ
る
得
策
な
る
べ
き
乎
し
と
述
べ
、
工
業
へ
の
積
極
的
な
資
本
運
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
明
治
前
期
の
滋
賀
県
に
は
、
初
代
県
令
松
田
道
之
（
「
八
三
九
～
一
入
入
二
）
や
知
事
中
井
弘
（
一
入
三
八
～
一
八
九
四
）
ら
が
在
職
し
、
江
州
商
人
の
資
力
を
新
分
野
に
活

　
　
用
す
べ
く
勧
奨
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
こ
の
『
勧
業
課
報
告
』
な
ど
に
も
、
同
様
の
考
え
方
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
2
＞
（
3
）
（
4
＞
菅
野
和
太
郎
『
大
阪
経
済
史
研
究
』
（
復
刻
版
）
清
文
堂
出
版
、
一
一
〇
頁
。

（
5
）
江
州
商
人
に
関
す
る
研
究
は
、
多
数
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
四
年
に
発
行
さ
れ
た
、
安
岡
重
明
、
藤
田
貞
一
郎
、
石
川
健
次
郎
編
『
近
江
商
人
の
経
営
遺
産
1
そ
の
再
評

　
　
価
1
』
（
同
文
館
刊
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
新
し
い
論
点
を
提
示
し
た
共
同
研
究
で
あ
り
、
貴
重
な
成
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
巻
末
の
参
考
文
献

　
　
も
利
用
価
値
か
大
き
い
。

三
　
阿
部
一
族
に
よ
る
新
事
業
へ
の
進
出

明
治
も
中
期
ご
ろ
か
ら
、
大
阪
に
お
い
て
は
紡
績
業
を
は
じ
め
と
す
る
新
産
業
が
発
展
し
、
銀
行
の
設
立
な
ど
も
増
加
し
て
い
る
が
、
江
州

出
身
の
商
人
達
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
れ
ら
新
事
業
に
か
か
わ
り
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
代
表
的
な
事

近
江
銀
行
設
立
前
後

五



近
江
銀
行
設
立
前
後

Lノ、

例
と
し
て
、
阿
部
市
郎
兵
衛
家
を
総
本
家
と
す
る
阿
部
一
族
を
取
り
上
げ
、
と
く
に
綿
糸
紡
績
業
へ
の
進
出
の
経
過
や
、
近
江
銀
行
の
設
立
、

あ
る
い
は
そ
の
後
の
同
行
と
の
関
連
な
ど
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

　
阿
部
市
郎
兵
衛
家
は
滋
賀
県
神
崎
郡
能
登
川
村
（
現
能
登
川
町
）
の
豪
商
で
、
代
々
市
郎
兵
衛
を
襲
名
、
江
戸
時
代
か
ら
麻
布
の
販
売
を
業

と
し
、
紅
市
ま
た
布
市
と
呼
ば
れ
る
豪
商
で
あ
っ
た
。
六
代
目
市
郎
兵
衛
（
一
七
九
四
～
一
八
五
六
）
は
寛
政
六
年
に
生
れ
、
安
政
三
年
に
没
し

て
い
る
が
、
遠
隔
地
と
の
交
易
に
進
出
、
「
蝦
夷
地
に
航
し
、
米
雑
穀
、
衣
類
等
と
鮭
、
干
鰯
等
の
田
肥
を
交
換
し
、
奥
州
、
出
羽
地
方
で
は
、

紅
染
の
原
料
で
あ
る
紅
花
を
仕
込
み
、
丹
後
で
は
縮
緬
を
仕
入
れ
る
等
、
売
買
取
引
は
縦
横
無
尽
。
天
資
機
略
に
富
み
、
加
え
て
三
人
の
弟
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
そ
の
手
足
と
な
っ
て
活
躍
し
た
た
め
、
商
勢
は
大
い
に
発
展
し
て
他
の
追
従
を
許
さ
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
七
代
目
当
主
市
郎
兵
衛
（
一
入
三
七
～
一
九
〇
四
）
は
、
先
代
の
弟
阿
部
市
太
郎
の
長
男
で
あ
っ
た
が
、
二
十
歳
の
と
き
本
家
を
継
い
で
い

る
。
彼
も
ま
た
先
代
に
劣
ら
ぬ
企
業
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
麻
布
商
を
営
む
と
と
も
に
、
大
阪
で
米
穀
肥
料
商
を
経
営
、
明
治
二
〇

年
代
初
頭
か
ら
の
企
業
熱
の
台
頭
の
な
か
で
、
明
治
一
二
年
、
大
阪
に
金
巾
製
織
会
社
を
設
立
、
そ
の
経
営
に
当
り
、
同
二
三
年
に
は
大
阪
の

西
野
田
新
田
に
阿
部
製
紙
場
を
設
立
、
さ
ら
に
二
七
年
近
江
銀
行
創
設
に
加
わ
り
監
査
役
を
つ
と
め
、
ま
た
翌
年
設
立
さ
れ
た
近
江
鉄
道
の
経

営
に
参
加
す
る
な
ど
、
数
多
く
の
企
業
の
設
立
あ
る
い
は
経
営
に
関
与
し
、
さ
ら
に
大
株
主
と
し
て
新
事
業
の
創
設
を
支
援
し
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
阿
部
総
本
家
は
代
々
市
郎
兵
衛
を
名
の
っ
て
き
た
が
、
四
代
目
市
郎
兵
衛
の
代
に
至
り
、
長
男
が
五
代
市
郎
兵
衛
を
つ
ぎ
、

同
人
の
妹
に
養
子
を
迎
え
て
分
家
さ
せ
、
こ
れ
が
初
代
阿
部
市
太
郎
家
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
初
代
に
後
継
ぎ
が
な
か
っ
た
た
め
、
五
代
市
郎

兵
衛
次
男
が
市
太
郎
家
に
入
り
二
代
目
市
太
郎
、
さ
ら
に
市
郎
兵
衛
家
三
男
が
分
家
し
て
初
代
阿
部
市
次
郎
と
な
っ
て
い
る
。
総
本
家
市
郎
兵

衛
家
の
方
は
、
六
代
目
に
後
継
ぎ
が
な
く
、
二
代
目
市
太
郎
の
長
男
が
前
述
の
よ
う
に
七
代
目
市
郎
兵
衛
と
な
り
、
次
男
が
三
代
阿
部
市
太
郎

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
総
本
家
七
代
当
主
阿
部
市
郎
兵
衛
と
、
三
代
目
阿
部
市
太
郎
と
は
兄
弟
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
七
代
市
郎
兵
衛
の
企
業

家
と
し
て
の
手
腕
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
弟
の
阿
部
市
太
郎
（
一
八
四
〇
～
一
九
二
三
）
も
兄
同
様
に
企
業
家
精
神
に
富
み
、



明
治
四
年
に
本
家
と
共
同
で
大
阪
に
支
店
を
設
立
、
店
舗
を
東
区
南
本
町
に
お
き
、
近
江
特
産
の
麻
織
物
の
他
に
、
富
船
を
回
漕
し
て
、
塩
や

蜜
柑
を
北
陸
、
東
北
地
方
に
販
売
、
帰
路
に
北
海
道
産
海
産
物
等
を
仕
入
れ
、
大
阪
に
お
い
て
販
売
し
て
い
た
。
明
治
一
七
年
五
月
、
独
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
東
区
南
久
太
郎
町
に
阿
部
市
商
店
を
設
立
し
、
麻
織
物
や
北
海
道
産
海
産
物
の
ほ
か
に
、
洋
傘
、
毛
織
物
、
綿
織
物
等
を
取
扱
っ
て
い
る
。

製
造
業
へ
の
関
心
も
強
く
、
明
治
一
七
年
本
家
や
そ
の
他
の
商
家
と
共
同
で
、
大
津
に
近
江
麻
糸
紡
織
会
社
を
創
設
、
明
治
二
一
年
に
は
前
述

の
よ
う
に
、
大
阪
市
に
金
巾
製
織
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
同
社
は
創
業
期
に
は
阿
部
市
郎
兵
衛
が
社
長
で
あ
っ
た
が
、
分
家
の
阿
部
市
太
郎

も
、
明
治
三
一
年
か
ら
三
七
年
ま
で
同
社
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。

　
三
代
目
阿
部
市
太
郎
家
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
明
治
二
入
年
、
彦
根
明
記
士
族
辻
兼
三
の
長
男
房
次
郎
を
、
長
女
ゑ
み
の
婿
養
子

と
し
て
む
か
え
、
市
太
郎
家
の
分
家
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
房
次
郎
は
後
年
の
東
洋
紡
績
社
長
阿
部
房
次
郎
で
あ
り
、
昭
和
一
二
年
に

没
す
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
り
わ
が
国
紡
績
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
阿
部
家
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
や
が
て

紡
績
業
界
に
進
出
し
て
駿
足
を
伸
ば
す
こ
と
と
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
阿
部
家
と
の
縁
で
近
江
銀
行
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
こ
と
と
な

（
3
）

つ
た
。

　
明
治
期
の
大
阪
で
活
躍
し
た
阿
部
］
族
の
う
ち
、
異
色
の
存
在
は
阿
部
彦
太
郎
（
↓
入
四
〇
一
】
九
〇
四
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
先
に
あ
げ
た
五

代
阿
部
市
郎
兵
衛
の
三
男
が
、
分
家
創
設
し
た
初
代
阿
部
市
次
郎
の
長
男
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
、
父
市
次
郎
と
と
も
に
、
京

都
に
お
い
て
唐
金
巾
、
ラ
シ
ャ
、
洋
酒
類
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
唐
物
の
商
い
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
大
阪
に
出
て
米
穀
問
屋
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。
宮
本
又
次
氏
は
阿
部
彦
太
郎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
阿
部
は
天
保
十
一
年
七
月
に
阿
部
市
次
郎
の
長
男
と
し
て
、
近
江
の
国
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
家
は
阿
部
市
郎
兵
衛
の
分
家
で
、
京
都
に
お
い

て
紅
花
、
生
糸
、
チ
リ
メ
ン
な
ど
を
売
買
し
て
い
た
。
彦
太
郎
は
初
め
家
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
の
ち
大
阪
に
出
て
、
明
治
六
年
か
ら
堂
島

で
米
穀
の
投
機
売
買
を
は
じ
め
た
。
彼
の
性
格
は
非
常
に
大
胆
で
、
し
か
も
す
ば
し
こ
く
、
よ
く
勝
運
を
つ
か
ん
で
、
つ
い
に
彼
の
働
き
が
市

近
江
銀
行
設
立
前
後

七



近
江
銀
行
設
立
前
後

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

場
の
大
勢
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
。

　
彼
は
米
穀
問
屋
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
商
船
、
東
洋
汽
船
そ
の
他
の
企
業
に
、
役
員
あ
る
い
は
大
株
主
と
し
て
参
画
し
て
い
る

が
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
〇
年
九
月
、
大
阪
の
実
業
入
ら
と
共
に
、
有
限
責
任
内
外
綿
会
社
を
設
立
、
初
代
の
取
締
役
頭
取
に

就
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
社
の
前
身
は
明
治
一
〇
尾
入
月
、
大
阪
の
江
戸
積
買
次
問
屋
で
あ
っ
た
秋
馬
新
三
郎
ら
綿
花
商
や
、
鴻
池
善

右
衛
門
ら
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
大
阪
綿
商
社
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
大
阪
綿
会
社
と
改
称
、
棉
花
の
定
期
取
引
な
ど
を
業
と
し
て
い
た
。

そ
の
後
大
阪
紡
績
会
社
の
設
立
な
ど
、
紡
績
業
の
発
展
に
よ
る
棉
花
需
要
の
増
大
を
背
景
に
、
内
外
綿
花
の
販
売
を
目
的
と
す
る
会
社
の
設
立

が
構
想
さ
れ
、
前
記
の
綿
花
商
の
ほ
か
新
た
に
阿
部
彦
太
郎
、
松
本
重
太
郎
ら
が
加
わ
り
、
資
本
金
五
〇
万
円
の
有
限
責
任
会
社
と
し
て
設
立

さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
取
締
役
頭
取
に
阿
部
彦
太
郎
が
就
任
、
取
締
役
と
し
て
松
本
重
太
郎
、
秋
馬
新
三
郎
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

同
社
は
本
．
社
を
大
阪
市
北
区
源
蔵
町
に
お
き
、
国
産
棉
の
買
入
の
ほ
か
中
国
棉
、
印
度
棉
、
箒
目
な
ど
の
輸
入
に
つ
と
め
、
有
力
紡
績
会
社
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
間
に
取
引
を
拡
大
し
て
い
る
。

　
阿
部
一
族
の
事
業
は
前
述
の
よ
う
に
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
わ
が
国
産
業
史
と
の
関
連
に
お
い
て
、
と
く
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て

い
る
の
が
、
金
巾
製
織
会
社
の
設
立
で
あ
っ
た
。
同
社
は
明
治
二
】
年
八
月
、
資
本
金
一
二
〇
万
円
、
江
州
商
人
達
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
企

業
で
あ
っ
た
。
阿
部
市
郎
兵
衛
、
同
市
太
郎
、
小
泉
新
助
、
中
村
治
兵
衛
、
西
川
貞
二
郎
ら
を
発
起
人
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
「
金
巾
製
織

会
社
創
立
之
主
意
」
に
よ
れ
ば
、
近
年
わ
が
国
に
お
い
て
も
綿
糸
紡
績
業
の
発
農
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
「
其
年
額
ハ
尚
僅
カ
ニ
輸
入

ノ
一
部
ヲ
充
タ
ス
に
過
キ
ス
、
…
其
紡
糸
ハ
皆
太
ト
ク
シ
テ
彼
ノ
需
用
ノ
最
モ
広
キ
綿
布
即
チ
金
巾
ヲ
製
織
シ
又
ハ
愈
々
流
行
ノ
度
ヲ
進
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ト
ス
ル
絹
二
子
織
其
他
絹
綿
交
織
等
二
需
要
ス
ヘ
キ
細
綿
糸
二
言
テ
ハ
未
了
曽
テ
之
レ
カ
紡
績
二
着
手
ス
ル
者
ナ
キ
」
状
況
を
遺
憾
と
し
、
「
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ラ
細
綿
糸
ヲ
紡
績
シ
併
セ
テ
金
巾
ノ
製
織
二
従
事
シ
」
海
外
輸
入
品
の
防
邊
に
供
す
る
と
と
も
に
、
進
ん
で
中
国
や
朝
鮮
に
向
っ
て
「
大
二
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

出
ヲ
経
営
セ
ン
ト
欲
ス
ル
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。



　
明
治
二
一
年
九
月
一
日
創
立
仮
事
務
所
を
滋
賀
県
下
の
大
津
桝
屋
町
に
お
き
、
高
田
義
甫
、
阿
部
周
吉
、
田
村
正
寛
の
三
名
を
創
立
委
員
に

あ
げ
、
会
社
創
設
の
具
体
的
な
事
務
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
田
村
正
寛
は
滋
賀
県
農
商
課
長
で
あ
っ
た
が
こ
れ
を
辞
し
、
新
会
社
設
立
に
取

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
会
社
の
位
置
は
大
阪
府
西
成
郡
野
田
村
嬉
ケ
崎
（
後
の
東
洋
紡
四
貫
島
工
場
敷
地
）
に
定
め
て
い
る
。
明
治
二
三
年
一

月
、
株
主
総
会
を
開
催
し
て
役
員
を
選
出
し
、
社
長
阿
部
市
郎
兵
衛
、
常
務
阿
部
周
吉
、
取
締
役
阿
部
市
太
郎
、
厨
小
泉
新
助
、
寺
中
村
治
兵

衛
、
同
高
田
義
血
、
取
締
役
兼
商
務
支
配
人
田
村
正
寛
ら
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
田
村
正
寛
を
除
い
て
い
ず
れ
も
有
名
な
江
州
商
人
で
あ

（
1
0
）

つ
た
。

　
同
社
の
「
金
巾
製
織
会
社
株
主
姓
名
表
、
明
治
二
二
年
一
二
月
三
一
口
調
」
に
よ
り
、
創
業
時
の
株
主
・
株
式
の
分
布
を
み
る
と
、
上
位
株

主
と
し
て
阿
部
市
郎
兵
衛
二
、
二
〇
〇
株
、
西
川
貞
二
郎
一
、
七
回
五
株
、
阿
部
市
太
郎
九
九
〇
株
、
小
泉
新
助
入
○
○
株
、
下
郷
傳
平
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
V

O
株
、
中
村
治
兵
衛
四
〇
〇
株
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
二
二
年
末
現
在
株
・
文
数
一
八
二
名
、
株
数
一
二
、
○
○
○
株
（
一
株
一
〇
〇
円
）
、
阿
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
）

市
郎
兵
衛
を
中
心
と
す
る
阿
部
一
族
九
名
の
持
株
合
計
は
、
全
体
の
三
五
％
を
占
め
て
い
た
。
創
設
期
に
お
け
る
阿
部
家
と
の
深
い
つ
な
が
り

を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
金
巾
製
織
会
社
は
明
治
二
三
年
一
〇
月
、
紡
績
機
一
万
三
五
五
二
錘
、
力
織
機
五
〇
台
を
も
っ
て
開
業
、
紡
績
業
と
と
も
に
織
布
業
を
兼
営

す
る
企
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
技
術
面
に
つ
い
て
は
前
年
四
月
に
入
社
し
た
高
辻
奈
良
造
（
二
三
年
一
月
工
務
支
配
人
）
が
当
っ
て
い
る
。

彼
は
工
部
大
学
校
の
出
身
で
あ
り
、
当
時
貴
重
な
技
術
者
で
あ
り
創
設
期
に
お
け
る
貢
献
は
大
き
か
っ
た
が
、
明
治
二
九
年
に
は
同
社
顧
問
と

な
り
、
聞
も
な
く
退
社
し
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
金
巾
製
織
は
織
布
兼
営
の
紡
績
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
機
械
製
織
会
社
に
は
、
金
巾
製
織
の
ほ
か
小
名
木

川
綿
布
会
社
（
明
治
二
〇
年
設
立
）
、
京
都
綿
糸
織
物
会
社
萌
治
二
〇
年
設
立
、
の
ち
天
満
織
物
）
な
ど
が
あ
り
、
明
治
一
五
年
に
設
立
さ
れ
た
大

阪
紡
績
会
社
も
、
明
治
二
三
年
大
阪
織
布
会
社
を
買
収
、
織
布
業
に
進
出
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
明
治
二
三
年
、
わ
が
国
経
済
が
恐
慌
に
当

近
江
銀
行
設
立
前
後

九



近
江
銀
行
設
立
前
後

○

面
す
る
こ
と
と
な
り
、
新
興
紡
績
業
の
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
金
巾
製
織
の
場
合
は
、
「
操
業
開
始
の
二

三
年
下
期
に
は
七
、
六
〇
〇
円
の
、
二
四
年
上
期
に
は
一
万
四
、
四
〇
〇
円
の
利
益
を
上
げ
て
年
上
％
の
配
当
を
お
こ
な
う
な
ど
、
上
々
の
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

べ
り
だ
し
を
み
せ
、
二
六
年
に
は
第
二
工
場
が
建
設
さ
れ
て
紡
機
一
四
七
二
錘
、
織
機
一
四
二
台
が
増
設
さ
れ
」
て
い
る
。

　
か
よ
う
な
状
況
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
当
然
な
が
ら
多
く
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
。
金
巾
製
織
は
中
糸
の
紡
出
と
薄
地
の
綿
布
で
あ

る
金
巾
の
生
産
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
同
社
の
生
産
す
る
「
二
番
糸
」
（
二
八
～
三
二
手
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
製
二
番
糸
が
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、

需
要
拡
大
を
は
か
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
江
州
商
人
の
商
売
の
巧
み
さ
が
、
こ
の
よ
う
な
場
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
初
代
伊
藤

忠
兵
衛
の
甥
で
、
明
治
二
三
年
田
附
商
店
を
設
立
、
後
に
大
阪
三
品
取
引
所
な
ど
で
、
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
田
附
政
次
郎
は
、
明
治
二
三

年
一
〇
月
、
二
塁
歳
の
お
り
、
「
江
州
人
で
商
売
に
慣
れ
た
人
が
無
い
か
ら
、
是
非
来
て
呉
れ
と
い
う
こ
と
で
、
半
日
勤
務
の
条
件
付
、
資
格
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

六
等
社
員
で
販
売
係
、
月
給
正
に
拾
五
黒
雲
に
採
用
さ
れ
」
て
い
た
。
僅
か
数
年
の
勤
務
で
明
治
二
七
年
は
じ
め
に
辞
任
し
て
い
る
が
、
製
品

販
売
の
衝
に
当
っ
て
い
た
当
時
を
回
想
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
余
の
生
涯
中
、
特
記
し
て
忘
れ
難
き
は
当
時
我
国
に
於
け
る
細
糸
紡
績
と
称
す
る
は
中
高
即
ち
三
〇
番
手
程
度
の
中
品
手
の
も
の
に
し
て
、

そ
の
他
は
十
六
番
手
を
中
心
と
す
る
型
番
も
の
な
り
し
が
、
金
巾
製
織
会
社
は
我
国
紡
績
の
耳
糸
製
造
の
創
始
と
も
い
う
べ
き
特
殊
会
社
を
以

て
市
場
に
売
出
し
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
未
だ
舶
来
糸
の
外
内
地
製
の
中
番
手
を
使
用
し
た
る
実
験
な
き
爲
め
、
販
路
は
関
東
関
西
各
一
ニ
ケ
所

の
機
業
地
に
之
を
試
慣
す
る
こ
と
の
甚
だ
困
難
に
し
て
、
余
は
常
に
紹
見
本
を
携
帯
し
、
関
東
は
上
州
野
州
、
関
西
は
尾
州
大
和
徳
島
等
の
各

地
を
巡
回
し
、
携
帯
の
見
本
糸
に
依
り
て
晒
白
藍
染
等
の
試
験
を
な
し
、
地
方
機
業
者
を
集
合
せ
し
め
、
英
国
糸
に
比
し
晒
白
藍
染
等
に
撃
て

大
な
る
利
益
あ
る
こ
と
、
又
そ
の
斤
量
に
於
て
畳
糸
の
一
男
四
十
指
貫
に
対
し
、
一
貫
乃
至
二
貫
目
の
重
量
の
益
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
漸
く

二
十
四
、
二
十
五
の
ニ
ケ
年
を
費
し
、
舶
来
糸
を
内
地
紡
績
糸
に
転
用
せ
し
む
る
の
実
を
見
る
に
到
り
、
会
社
に
於
て
も
庭
女
配
当
を
爲
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
を
得
、
欣
喜
雀
躍
し
て
以
て
会
社
の
技
術
者
と
共
に
祝
杯
を
挙
げ
た
る
こ
と
あ
り
」
と
。



　
明
治
二
六
年
商
法
施
行
に
と
も
な
い
定
款
を
改
正
、
会
社
の
名
称
は
金
巾
製
織
株
式
会
社
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
同
年
工
場
を
増
設
、
二
七

年
よ
り
生
産
額
も
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
当
時
国
内
で
は
金
巾
の
よ
う
な
広
幅
物
に
対
す
る
需
要
が
少
な
く
、
織
布
の
多
く
が
海
外
市

場
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
巾
製
織
の
場
合
に
も
朝
鮮
や
中
国
へ
の
輸
出
に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
り
、
日
清
戦
争
後
同
社
の
主
力
商

品
で
あ
っ
た
「
鹿
部
」
金
巾
の
輸
出
拡
大
が
推
進
さ
れ
、
「
黒
印
金
巾
の
輸
出
額
は
、
三
〇
年
以
降
製
布
額
の
過
半
を
占
め
、
ま
た
朝
鮮
へ
の
「
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

金
巾
」
全
国
輸
出
額
の
大
半
（
二
九
～
三
二
年
、
三
五
年
）
を
占
め
る
L
状
況
で
あ
っ
た
。

　
金
巾
製
織
の
創
設
時
の
役
員
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
初
代
社
長
阿
部
市
郎
兵
衛
は
、
明
治
二
三
年
上
期
か
ら
二
六
年
上
期

ま
で
勤
め
た
あ
と
監
査
役
に
退
き
、
そ
の
あ
と
小
泉
新
助
が
社
長
に
就
任
し
、
さ
ら
に
三
〇
年
上
期
か
ら
三
七
年
上
期
ま
で
、
そ
れ
ま
で
取
締

役
の
任
に
あ
っ
た
阿
部
市
太
郎
が
社
長
と
な
っ
て
い
る
。
阿
部
市
太
郎
社
長
の
も
と
で
市
郎
兵
衛
家
の
別
家
阿
部
周
吉
が
専
務
取
締
役
と
し
て

実
務
を
担
当
し
、
ま
た
三
七
年
下
期
か
ら
阿
部
房
次
郎
が
専
務
取
締
役
に
就
任
、
一
時
期
金
巾
製
織
を
離
れ
て
い
た
田
村
正
寛
が
常
務
取
締
役

と
し
て
復
帰
し
て
い
る
。

　
金
巾
製
織
の
設
立
と
と
も
に
、
江
州
商
人
の
歴
史
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
の
は
、
明
治
二
七
年
三
月
、
大
阪
に
設
立
さ
れ
た

株
式
会
杜
近
江
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
小
論
の
第
五
節
「
近
江
銀
行
の
設
立
と
発
展
」
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
江
銀

行
は
金
巾
製
織
の
設
立
よ
り
数
年
後
に
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
後
両
社
は
密
接
な
関
係
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。
高
村
直
助
氏
に
よ
る

と
、
両
社
の
重
役
陣
は
ほ
と
ん
ど
重
複
し
て
お
り
、
二
七
年
忌
期
末
の
同
行
重
役
一
〇
名
の
う
ち
に
は
、
金
巾
製
織
の
重
役
か
ら
阿
部
市
太
郎

を
除
く
七
竃
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
江
銀
行
も
ま
た
、
金
巾
製
織
同
様
江
州
商
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
企
業
に
外

な
ら
な
か
っ
た
。
高
村
氏
に
よ
れ
ば
、
両
社
間
の
取
引
を
直
接
に
示
す
史
料
は
皆
無
で
あ
る
が
、
「
近
江
銀
行
が
開
業
し
た
明
治
二
七
年
上
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

は
金
巾
製
織
の
借
入
金
は
初
め
て
一
五
万
円
を
越
え
、
以
後
三
〇
年
上
期
ま
で
そ
れ
は
増
加
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
借
入
金
は
三

〇
年
上
期
を
ピ
ー
ク
に
減
額
し
、
「
そ
の
傾
向
は
、
近
江
銀
行
第
一
次
破
綻
の
三
一
年
上
期
以
後
明
確
化
し
、
三
三
年
上
期
に
は
皆
無
と
な
り
、

近
江
銀
行
設
立
前
後
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8
）

そ
の
状
態
は
三
七
年
ま
で
継
続
す
る
し
と
さ
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
期
に
至
り
、
近
江
銀
行
の
経
営
が
安
定
し
て

き
た
こ
と
や
、
近
江
銀
行
取
締
役
の
阿
部
房
次
郎
が
金
巾
製
織
の
専
務
に
就
任
す
る
と
い
っ
た
、
「
近
江
銀
行
の
業
績
回
復
と
人
的
関
係
の
復
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
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に
よ
っ
て
、
三
入
年
に
は
巨
額
の
借
入
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
金
巾
製
織
の
運
転
資
金
繰
り
は
著
し
く
助
け
ら
れ
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。

金
巾
製
織
と
近
江
銀
行
と
の
関
係
の
一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
金
巾
製
織
は
、
明
治
二
品
年
か
ら
鹿
印
金
巾
の
輸
出
に
よ
り
、
朝
鮮
市
場
で
圧
倒
的
な
優
位
を
保
っ
て
い
た
が
、
日
露
戦
争

を
機
に
、
大
阪
紡
績
や
三
重
紡
績
を
は
じ
め
他
の
紡
績
会
社
も
輸
出
の
拡
大
に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
り
、
と
く
に
大
阪
、
三
重
、
金
巾
三
社
の

間
の
販
売
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
金
巾
製
織
で
取
締
役
を
つ
と
め
て
い
た
阿
部
房
次
郎
も
「
取
締
役
藤
井
善
助
と
と
も
に
、

製
品
の
「
た
る
鹿
印
の
拡
張
に
仁
川
か
ら
京
城
な
お
そ
の
奥
地
へ
と
、
折
か
ら
の
水
害
で
、
交
通
機
関
杜
絶
の
朝
鮮
を
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

会
社
の
た
め
に
働
い
て
い
た
」
が
、
か
よ
う
な
販
売
競
争
は
「
当
初
は
専
ら
品
質
の
上
に
限
ら
れ
て
い
た
」
も
の
が
、
「
後
に
は
価
格
の
競
争
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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1
）

ま
で
及
ぶ
」
こ
と
と
な
り
、
「
製
造
会
社
と
販
売
店
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
採
算
を
度
外
し
た
無
謀
な
争
い
」
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
当
時
大
阪
、
三
重
両
紡
績
会
社
の
相
談
役
で
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
が
、
無
謀
な
競
争
を
や
め
る
よ
う
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
綿
布
取
扱
店
で

あ
っ
た
三
井
物
産
に
対
し
仲
裁
方
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
三
井
物
産
で
は
大
阪
支
店
長
で
あ
っ
た
飯
田
義
一
が
斡
旋
に
つ
と
め
、
共
同
の
販
売
機
関
と
し
て
三
栄
綿
布
輸
出
組
合
が
組
織
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
三
栄
綿
布
輸
出
組
合
が
成
立
し
た
結
果
、
朝
鮮
へ
の
わ
が
国
綿
布
の
輸
出
は
著
増
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
輸
出
体
制
の
組
織
化
の

あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

　
三
栄
輸
出
組
合
の
成
立
後
三
カ
月
に
し
て
、
金
巾
製
織
は
大
阪
紡
績
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
日
露
戦
争
期
ま
で
同

社
の
製
品
が
朝
鮮
市
場
を
席
巻
す
る
ほ
ど
の
勢
を
示
し
て
い
た
が
、
戦
後
大
阪
紡
績
や
三
重
紡
績
の
参
入
に
よ
り
、
そ
の
商
権
が
次
第
に
お
び

や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
栄
輸
出
組
合
の
結
成
を
機
に
、
大
阪
紡
績
と
の
合
併
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
明
治
三
九
年
六
月
二
八
日
、
金
巾
製



織
は
大
阪
紡
績
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
合
併
に
際
し
て
は
金
巾
側
で
は
当
時
取
締
役
で
あ
っ
た
阿
部
房
次
郎
、
藤
井
善
助
、
田
附
政

次
郎
ら
が
交
渉
に
当
り
、
大
阪
紡
績
側
役
員
と
協
議
の
上
決
定
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
合
併
に
と
も
な
い
大
阪
紡
績
で
は
定
款
を
改
正
し
て

取
締
役
二
名
、
監
査
役
一
名
を
節
季
し
、
旧
金
巾
製
織
の
役
員
で
あ
っ
た
阿
部
房
次
郎
お
よ
び
田
附
政
次
郎
を
取
締
役
に
、
藤
井
善
助
を
監
査

役
に
選
任
し
て
い
る
。
金
巾
製
織
の
合
併
は
、
大
阪
紡
績
に
と
っ
て
一
時
期
を
画
す
る
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
金
巾
製
織
の
工
場
は
大
阪

紡
績
の
伏
見
工
場
・
四
貫
島
工
場
と
し
て
継
承
さ
れ
、
大
阪
紡
績
の
機
械
台
数
は
三
重
紡
績
を
抜
い
て
第
一
位
と
な
り
、
織
布
兼
営
へ
の
本
格

的
な
基
礎
を
固
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
明
治
三
九
年
大
阪
紡
績
と
の
合
併
に
よ
り
阿
部
房
次
郎
は
同
社
の
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
大
阪
紡
績
の
社
長
を
つ
と
め
て
い

た
の
が
山
辺
丈
夫
で
あ
っ
た
。
彼
は
技
術
畑
の
出
身
で
あ
る
が
、
同
時
に
優
れ
た
経
営
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
山
辺
の
も
と
で
彼
を
支
え
て
い

た
の
が
阿
部
房
次
郎
で
あ
っ
た
。

　
当
時
江
州
出
身
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
商
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
紡
績
業
に
関
係
を
有
し
て
い
た
。
明
治
二
〇
年
代
か
ら
大
阪
を
中

心
に
籏
生
し
た
紡
績
会
社
に
は
、
棉
花
商
や
綿
糸
事
業
者
な
ど
の
関
与
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
紡
績
業
が
先
駆
的
企
業
者
に
よ
っ
て
開
拓
さ

れ
、
そ
れ
が
軌
道
に
の
り
、
安
定
し
た
事
業
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
既
成
の
商
業
資
本
が
相
つ
い
で
紡
績
業
界
に
も
進
出
し
、
資
本
的

人
的
要
素
を
通
じ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
っ
て
い
る
。
明
治
二
〇
年
代
に
大
阪
に
相
つ
い
で
設
立
さ
れ
た
明
治
、
朝
日
、
天
満
紡
績
な

ど
に
関
与
し
、
明
治
三
三
年
そ
れ
ら
企
業
を
合
併
し
て
設
立
さ
れ
大
阪
合
同
紡
績
に
お
い
て
、
長
ら
く
社
長
を
つ
と
め
た
谷
口
房
蔵
は
、
大
阪

府
泉
南
郡
出
身
の
木
綿
商
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
当
時
の
大
阪
周
辺
の
綿
紡
績
の
経
営
者
と
し
て
活
躍
し
た
商
業
資
本
家
と
し
て
、
田
中
市
兵
衛
、

福
本
元
之
助
、
金
沢
仁
兵
衛
、
岡
橋
治
助
、
竹
尾
治
右
衛
門
、
阿
部
市
太
郎
な
ど
多
数
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
紡
績
業
界
に
商
業
資
本
の
進
出
が
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
紡
績
業
そ
の
も
の
が
当
時
最
も
将
来
性
の
あ
る
企
業
と
考
え
ら
れ
、
豪

商
た
ち
に
と
っ
て
有
利
な
投
資
対
象
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
原
棉
の
購
入
や
製
品
の
販
売
な
ど

近
江
銀
行
設
立
前
後

一
三



近
江
銀
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に
お
い
て
、
彼
等
の
経
験
や
実
績
が
大
き
な
意
義
を
も
ち
、
商
事
部
門
の
担
当
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
紡
績
業
の
よ
う
な
軽
工
業
は
、
付
加
価
値
が
少
な
く
、
生
産
費
の
主
要
部
分
を
占
め
る
原
料
費
の
節
減
を
い
か
に
し
て
実
現
す
る
か
に

経
営
の
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。
原
棉
の
買
付
に
当
っ
て
印
棉
や
米
棉
を
選
択
し
、
買
付
時
期
や
方
法
に
つ
い
て
、
周
到
な
考
慮
を
め
ぐ
ら
し

て
お
り
、
紡
績
業
の
合
理
化
に
大
き
な
意
義
を
も
た
ら
し
た
混
棉
技
術
の
開
発
の
よ
う
な
事
例
も
、
生
産
費
の
節
約
に
つ
と
め
た
紡
績
業
界
の

努
力
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
わ
が
国
の
紡
績
業
は
、
か
よ
う
な
産
業
の
特
質
の
ゆ
え
に
、
「
工
業
利
潤
と
商
業
利
潤
と
の
双

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

輪
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
て
い
た
」
の
で
あ
り
、
江
州
商
人
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
産
業
に
お
い
て
そ
の
経
験
や
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
原
棉
の
買
付
と
と
も
に
製
品
の
販
売
に
お
い
て
も
、
商
人
と
し
て
の
経
験
や
商
才
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
先
に
あ
げ
た
金
巾
製
織

に
お
け
る
田
附
政
次
郎
の
活
動
な
ど
が
そ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
に
お
い
て
卓
越
し

た
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
の
が
江
州
出
身
の
実
業
人
で
あ
り
、
金
巾
製
織
か
ら
大
阪
紡
績
に
役
員
と
し
て
入
社
し
た
前
述
の
三
人
に
つ
い
て
、

『
阿
部
房
次
郎
傳
』
に
お
い
て
は
「
金
巾
か
ら
、
引
続
い
て
大
阪
紡
績
の
重
役
と
な
っ
た
の
は
、
専
務
の
阿
部
房
次
郎
の
外
、
藤
井
善
助
と
田
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附
政
次
郎
の
都
合
三
遍
で
、
共
に
江
州
出
身
で
、
織
布
の
販
売
に
つ
い
て
は
共
に
経
験
厚
く
、
大
丸
の
発
展
に
は
頗
る
都
合
が
よ
か
っ
た
」
と

語
ら
れ
て
い
る
。

　
大
阪
紡
績
は
日
露
戦
争
を
機
に
三
七
年
下
期
以
降
営
業
成
績
が
好
転
し
、
工
場
、
機
械
の
増
設
、
他
紡
績
会
社
の
買
収
、
資
本
金
の
増
加
等

を
推
進
し
、
社
業
の
隆
盛
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
阪
紡
績
の
創
業
時
の
筆
頭
株
主
は
渋
沢
栄
一
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
阿

部
市
太
郎
や
内
外
綿
の
阿
部
彦
太
郎
ら
が
主
要
株
主
と
し
て
名
を
連
ね
、
三
〇
年
代
以
後
に
お
い
て
も
、
阿
部
彦
太
郎
、
田
附
政
次
郎
ら
が
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
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株
主
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
金
巾
製
織
が
姿
を
消
し
て
も
大
阪
紡
績
の
な
か
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
江
州
商
人
と
の
き
ず
な
が
維
持
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
大
正
三
年
六
月
、
大
阪
紡
績
は
四
日
市
に
本
社
を
お
く
三
重
紡
績
と
合
併
し
、
新
た
に
東
洋
紡
績
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
新
会
社



の
社
長
に
山
辺
丈
夫
、
副
社
長
に
伊
藤
傳
七
、
専
務
取
締
役
に
斎
藤
恒
三
と
阿
部
房
次
郎
が
就
任
し
て
い
る
。
阿
部
は
こ
の
あ
と
大
正
一
〇
年

副
社
長
、
同
一
五
年
六
月
置
社
長
と
な
り
昭
和
一
〇
年
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
東
洋
紡
の
経
営
者
と
し
て
の
足
跡
に
つ
い
て
は
熊
川
千
代
喜

編
『
阿
部
房
次
郎
傳
』
な
ど
に
詳
し
い
が
、
東
洋
紡
社
史
編
集
室
編
『
百
年
史
東
洋
紡
（
上
）
』
は
、
紡
績
人
と
し
て
の
阿
部
房
次
郎
の
足
跡
の

一
端
に
ふ
れ
、
昭
和
も
二
〇
年
六
月
、
阿
部
房
次
郎
は
九
年
間
の
社
長
職
を
庄
司
乙
吉
に
譲
り
、
会
長
に
退
い
た
。
阿
部
社
長
は
約
三
〇
年

に
わ
た
っ
て
綿
業
に
「
天
下
無
心
人
」
の
旗
印
を
掲
げ
て
活
躍
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

阿
部
社
長
の
退
任
を
惜
し
ん
だ
し
と
記
し
て
い
る
。

世
間
は
「
淋
し
く
な
っ
た
大
阪
財
界
」
と
評
し
て
、

（
1
）
江
南
良
三
『
近
江
商
入
列
傳
』
近
江
入
幡
郷
土
史
会
、
平
成
元
年
、
二
二
六
頁
。

（
2
）
日
本
織
物
新
聞
社
編
『
大
日
本
織
物
二
干
六
百
年
史
』
上
巻
、
昭
和
一
五
年
、
四
〇
七
頁
。

（
3
）
阿
部
房
次
郎
は
明
治
元
年
、
彦
根
藩
士
辻
兼
三
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
明
治
三
年
母
に
死
別
、
実
父
兼
三
は
彦
根
藩
の
足
軽
で
あ
っ
た
か
、
明
治
四
年
廃
藩
置
県
に

　
よ
り
失
業
、
辻
家
の
家
計
か
苦
し
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
　
辻
房
次
郎
は
明
治
「
二
年
一
二
歳
の
春
彦
根
の
小
学
校
を
卒
業
、
こ
の
年
九
月
神
崎
郡
五
個
荘
村
の
山
中
利
右
衛
門
方
に
丁
稚
奉
公
し
て
い
る
。
山
中
利
右
衛
門
家
も
江
州
商

　
　
人
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
布
利
の
屋
号
で
き
こ
え
た
豪
商
で
あ
る
。
京
都
、
大
阪
に
店
を
も
ち
、
多
く
の
丁
稚
が
奉
公
し
て
い
た
。
彼
は
京
都
の
店
に
勤
め
て

　
　
い
た
が
、
や
が
て
才
能
を
見
込
ま
れ
て
主
家
の
援
助
で
明
治
一
九
年
上
京
、
麻
布
鳥
居
坂
に
あ
っ
た
東
洋
英
和
学
校
に
入
学
し
た
。
同
校
は
明
治
一
七
年
カ
ナ
ダ
メ
ソ
ジ
ス
ト

　
教
会
の
資
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
、
明
治
↓
九
年
当
時
、
生
徒
数
四
〇
〇
人
面
と
い
っ
た
規
模
の
学
校
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
学
校
に
な
じ
ま
ず
、
明
治
二
一
年

　
五
月
同
校
を
退
学
、
同
年
改
め
て
慶
応
義
塾
に
入
学
し
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
後
年
実
業
界
に
多
く
の
入
材
を
送
っ
た
慶
応
義
塾
へ
の
進
学
か
、
辻
房
次

　
郎
の
人
格
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
鐘
淵
紡
績
の
社
長
と
な
り
阿
部
房
次
郎
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
な
る
武
藤
山
治
も
、
彼
よ
り
「
足
先
に
慶

　
応
義
塾
に
入
学
し
て
い
る
が
、
武
藤
は
後
年
「
私
の
身
の
上
話
」
を
書
い
て
義
塾
時
代
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
り
、
房
次
郎
と
同
じ
明
治
一
＝
年
に
慶
応
義
塾
に
入
学
し
た
小

　
林
一
三
も
、
『
私
の
人
生
観
』
な
ど
で
当
時
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。
阿
部
房
次
郎
に
つ
い
て
は
こ
の
種
の
記
録
を
見
出
し
え
ず
、
彼
の
没
後
編
纂
さ
れ
た
『
阿
部
房
次
郎
傳
』

　
な
ど
を
通
じ
、
断
片
的
に
し
か
当
時
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
房
次
郎
の
場
合
に
も
義
塾
で
の
生
活
を
通
じ
、
従
来
の
商
家
に
な
い
も
の
の
考
え
方
、
合
理
的

　
な
も
の
の
見
方
を
学
ん
で
い
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
何
よ
り
も
江
州
商
人
の
間
に
当
時
数
少
な
か
っ
た
学
校
出
の
人
物
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
重
要
な
意
味

　
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
二
五
年
房
次
郎
は
慶
応
義
塾
を
卒
業
、
山
中
利
右
衛
門
の
店
に
も
ど
り
、
さ
ら
に
明
治
二
七
年
近
江
銀
行
に
転
じ
て
い
る
。
近
江
銀
行
は
同

　
年
設
立
さ
れ
て
お
り
、
山
本
利
右
衛
門
が
同
行
の
取
締
役
に
な
っ
て
い
た
関
係
で
同
行
に
入
行
、
大
阪
の
本
店
に
勤
務
し
て
い
る
。
明
治
立
入
年
一
［
月
、
阿
部
市
太
郎
の
長

　
女
ゑ
み
と
結
婚
、
阿
部
房
次
郎
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
後
に
金
巾
製
織
会
社
に
入
社
し
、
や
が
て
東
洋
紡
績
に
移
り
、
そ
の
生
涯
を
紡
績
業
界
で
送
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

　
間
近
江
銀
行
と
も
深
い
関
係
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
阿
部
家
の
人
と
な
っ
た
こ
と
が
、
や
が
て
か
よ
う
な
企
業
と
も
、
深
い
つ
な
が
り
を
も
た
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い

近
江
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設
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後

一
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近
江
銀
行
設
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一
六

　
　
え
よ
う
。

（
4
）
宮
本
又
次
『
大
阪
商
人
太
平
記
』
（
明
治
中
期
篇
）
、
創
元
社
、
昭
和
三
六
年
、
二
四
五
頁
。

（
5
）
元
木
光
之
編
『
内
外
綿
株
式
会
社
五
十
年
史
』
内
外
綿
株
式
会
社
、
昭
和
一
二
年
、
五
～
一
六
頁
参
照
。

（
6
）
（
7
）
（
8
）
金
巾
製
織
会
社
第
三
回
半
季
実
際
考
課
状
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
「
眞
崎
家
文
書
」
に
よ
る
。

（
9
）
絹
川
太
一
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史
』
第
四
巻
、
日
本
綿
業
倶
楽
部
、
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
参
照
。

（
1
0
）
金
巾
製
織
会
社
に
つ
い
て
は
、
高
橋
久
一
『
明
治
前
期
地
方
金
融
機
関
の
研
究
』
新
生
社
、
昭
和
四
二
年
。
高
村
直
助
「
兼
営
織
布
業
と
金
融
」

　
　
金
融
史
研
究
』
（
織
物
金
融
篇
）
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
九
年
所
収
）
を
参
照
し
た
。

（
1
1
）
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
眞
崎
家
文
書
」
に
よ
る
。

（
1
2
）
高
村
直
助
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
1
3
）
東
洋
紡
績
株
式
会
社
・
社
史
編
集
室
編
『
百
年
史
東
洋
紡
（
上
）
』
東
洋
紡
績
株
式
会
社
、
昭
和
六
一
年
、
一
＝
二
頁
。

（
1
4
）
伊
藤
悌
造
編
『
田
附
政
次
郎
傳
』
株
式
会
社
田
附
商
店
、
昭
和
「
○
年
、
二
五
頁
。

（
1
5
）
同
右
、
二
八
一
二
九
頁
。

（
1
6
）
（
1
7
）
（
1
8
）
（
1
9
）
高
村
直
助
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
2
0
）
熊
川
千
代
喜
『
阿
部
房
次
郎
傳
』
阿
部
房
次
郎
傳
編
纂
事
務
所
、
昭
和
「
五
年
、
五
〇
頁
。

（
2
1
）
東
洋
紡
績
七
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
東
洋
紡
績
七
十
年
史
』
東
洋
紡
績
株
式
会
社
、
昭
和
二
八
年
、
一
二
〇
頁
。

（
2
2
）
飯
島
幡
司
『
日
本
紡
績
史
』
創
元
社
、
昭
和
二
四
年
、
四
六
六
頁
。

（
2
3
）
熊
川
干
代
喜
、
前
掲
書
、
六
三
頁
。

（
2
4
）
東
洋
紡
社
史
編
集
室
編
、
前
掲
書
、
一
五
九
頁
参
照
。

（
2
5
）
同
右
、
三
〇
四
頁
。

（
山
口
和
雄
編
『
日
本
産
業

四
　
伊
藤
忠
兵
衛
と
近
江
銀
行

　
前
節
に
お
い
て
は
、
明
治
前
期
に
他
方
面
に
お
よ
ぶ
企
業
活
動
を
展
開
し
、
近
江
銀
行
の
設
立
に
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
阿
部
一
族

に
つ
い
て
と
り
上
げ
た
が
、
本
節
で
は
さ
ら
に
同
じ
く
江
州
出
身
の
著
名
な
実
業
人
で
あ
り
、
近
江
銀
行
に
も
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
初
代

伊
藤
忠
兵
衛
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。



　
伊
藤
忠
兵
衛
も
阿
部
家
同
様
湖
東
出
身
の
江
州
商
人
で
あ
り
、
維
新
後
大
阪
に
進
出
、
駿
足
を
の
ば
す
と
と
も
に
、
近
江
銀
行
と
も
関
わ
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
は
明
治
二
七
年
同
行
設
立
当
時
取
締
役
と
し
て
名
を
連
ね
、
三
四
年
の
金
融
恐
慌

時
に
は
お
さ
れ
て
同
行
頭
取
に
就
任
し
、
経
営
た
て
直
し
に
っ
と
め
て
い
る
ほ
か
、
二
代
伊
藤
忠
兵
衛
、
同
族
の
伊
藤
忠
三
ら
も
、
大
株
主
あ

る
い
は
役
員
と
し
て
関
係
を
持
ち
、
同
行
取
引
先
と
し
て
も
重
要
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。

　
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
（
一
入
四
二
～
一
九
〇
三
）
は
、
天
保
＝
二
年
七
月
二
日
、
滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
村
（
現
豊
郷
町
）
に
五
代
伊
藤
長
兵
衛
の

次
男
と
し
て
生
れ
て
い
る
。
幼
名
栄
吉
、
生
家
は
華
字
の
屋
号
で
代
々
呉
服
太
物
類
の
小
売
業
を
営
ん
で
い
た
。
兄
萬
治
郎
（
一
入
三
二
～
一
八

九
四
）
は
天
保
三
年
の
生
れ
で
、
後
の
六
代
伊
藤
長
兵
衛
で
あ
る
。
初
代
忠
兵
衛
は
安
政
五
年
一
五
歳
に
し
て
近
江
麻
布
の
持
ち
下
り
業
に
か
か

わ
り
、
翌
六
年
に
は
西
国
持
ち
下
り
商
人
と
し
て
下
関
や
長
崎
に
赴
き
、
そ
の
後
北
九
州
に
お
け
る
「
栄
九
講
」
と
称
す
る
江
州
持
ち
下
り
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

間
の
講
組
織
に
対
抗
し
つ
つ
、
新
持
ち
下
り
商
人
と
し
て
の
地
盤
を
開
拓
し
て
い
る
。

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
月
、
大
阪
に
進
出
、
東
区
本
町
二
丁
目
に
店
舗
を
設
け
、
呉
服
太
物
商
を
開
店
し
、
屋
号
を
「
紅
忠
」
と
さ
だ
め

た
。
当
時
忠
兵
衛
は
三
〇
歳
で
あ
り
、
麻
布
の
ほ
か
裾
濃
織
物
、
関
東
織
物
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
。
呉
服
物
の
取
引
は
京
都
が
中
心
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
、
彼
は
持
ち
下
り
商
人
時
代
か
ら
、
大
阪
の
将
来
性
を
見
通
し
、
店
舗
を
も
つ
場
合
は
大
阪
に
と
手
記
に
も
明
記
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
頃
大
阪
に
は
関
東
織
物
屋
と
し
て
南
久
太
郎
町
に
外
村
与
左
衛
門
、
備
後
町
に
小
泉
商
店
な
ど
江
州
出
身
の
商
家
が
有
力
筋
と
さ
れ
て
お

り
、
紅
谷
に
近
い
本
町
通
堺
筋
東
に
は
、
同
業
の
先
達
「
稲
西
屋
」
（
忠
兵
衛
と
同
郷
の
稲
本
利
右
衛
門
、
西
村
重
郎
兵
衛
両
家
の
合
資
経
営
）
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

り
、
「
関
東
織
物
の
取
扱
い
で
は
国
内
随
一
」
と
い
わ
れ
る
店
で
、
「
忠
兵
衛
と
店
員
達
は
こ
の
店
を
努
力
目
標
と
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

三
舟
の
場
合
は
明
治
一
〇
年
以
降
関
東
織
物
、
尾
唐
織
物
な
ど
の
ほ
か
に
、
新
た
に
ラ
シ
ャ
、
ビ
ロ
ー
ド
な
ど
洋
品
類
を
も
取
扱
う
に
至
っ
て

い
る
。

　
明
治
一
五
年
紅
型
は
開
業
一
〇
年
を
む
か
え
順
調
な
発
展
を
と
げ
て
い
た
が
、
こ
の
年
忠
兵
衛
は
京
都
に
チ
リ
メ
ン
商
を
創
設
し
て
い
る
。

近
江
銀
行
設
立
前
後

一
七



近
江
銀
行
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前
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一
入

店
を
堺
町
通
り
六
角
下
ル
甲
屋
町
に
お
き
、
持
ち
下
り
商
時
代
か
ら
の
店
員
で
あ
っ
た
羽
田
治
平
を
支
配
人
と
し
、
翌
】
六
年
営
業
が
安
定
し

た
の
を
機
に
、
彼
を
別
家
と
し
て
店
の
経
営
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
明
治
一
七
年
一
月
、
屋
号
薫
製
を
伊
藤
本
店
と
改
称
し
て
い
る
。
こ
の
年
京

都
の
下
京
区
室
町
通
り
四
条
下
ル
に
京
染
呉
服
の
卸
商
と
し
て
囮
伊
藤
京
店
を
開
設
し
て
お
り
、
店
名
改
称
は
伊
藤
京
店
と
の
関
連
で
必
要
で

あ
っ
た
と
と
も
に
、
紅
忠
の
新
事
業
展
開
へ
の
構
想
に
も
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
一
入
年
伊
藤
忠
兵
衛
は
甥
の
外
海
鉄
次
郎
（
田
附
政
次
郎
の
実
弟
）
と
の
共
同
出
資
で
神
戸
市
に
伊
藤
外
海
組
を
組
織
し
、
本
店
を
神
戸

に
お
き
、
二
一
年
支
店
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
開
設
し
て
い
る
。
こ
の
企
業
は
ア
メ
リ
カ
向
け
の
直
貿
易
商
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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り
、
花
莚
、
絹
手
骨
、
雑
貨
等
の
直
輸
出
を
行
っ
て
い
る
。
伊
藤
忠
兵
衛
は
幕
末
期
の
西
国
持
ち
下
り
商
時
代
に
長
崎
で
外
国
貿
易
の
実
情
に

ふ
れ
、
こ
の
時
期
か
ら
貿
易
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
が
、
維
新
後
の
外
国
製
品
の
輸
入
増
大
な
ど
を
背
景
に
、
貿
易
事
業
へ
の
進
出
を
は
か
る

こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
初
年
以
来
軍
服
や
官
庁
の
制
服
な
ど
い
わ
ゆ
る
官
需
の
増
大
に
よ
り
毛
織
物
の
輸
入
が
増
加
し
、
さ
ら
に
欧
化
熱
の
高

ま
り
と
と
も
に
、
民
需
用
の
毛
布
、
ラ
シ
ャ
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
、
あ
る
い
は
杭
毛
織
物
で
あ
る
モ
ス
リ
ン
（
メ
リ
ン
ス
）
な
ど
へ
の
需
要
が
増
大
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
国
商
館
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
居
留
地
貿
易
に
代
り
、
直
貿
易
を
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
く
か
が
、
当
時
の
政

府
、
民
間
に
と
っ
て
の
共
通
の
期
待
で
あ
り
、
忠
兵
衛
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
直
輸
出
な
ど
、
か
よ
う
な
背
景
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

　
明
治
一
九
年
（
｝
八
八
六
）
東
区
瓦
町
四
丁
目
（
心
斎
橋
筋
）
に
伊
藤
西
暦
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
毛
織
物
の
需
要
増
大
の
機
運
を
先
ど
り
し

て
ラ
シ
ャ
卸
商
と
し
て
開
店
し
た
も
の
で
あ
り
、
店
員
二
名
を
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
し
て
直
輸
入
を
行
っ
て
い
る
。
西
店
は
そ
の
後
順

調
に
発
展
し
た
が
、
大
正
四
年
一
二
月
、
本
町
三
丁
目
に
伊
藤
本
店
ビ
ル
が
新
築
さ
れ
た
の
を
機
に
、
織
物
の
総
合
取
扱
い
の
必
要
か
ら
、
本

店
と
合
体
、
伊
藤
本
店
毛
織
物
部
と
な
っ
て
い
る
。

　
田
附
政
次
郎
は
滋
賀
県
神
崎
郡
五
峰
村
の
生
れ
で
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
甥
で
あ
り
、
一
時
期
紅
忠
に
も
丁
稚
と
し
て
つ
と
め
て
い
る
が
、
後

年
明
治
一
〇
年
代
の
忠
兵
衛
に
つ
い
て
、
「
忠
兵
衛
と
い
う
人
は
抜
群
の
名
商
人
で
あ
り
ま
し
て
、
明
治
十
六
年
の
大
恐
慌
の
ロ
ハ
中
に
於
て
空
然



我
国
が
西
洋
反
物
の
輸
入
に
従
っ
て
衣
服
制
度
の
改
革
が
起
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
し
て
、
「
二
人
の
店
員
を
緑
に
英
語
も
読
め
ぬ
の
に
英
国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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独
逸
へ
派
遣
し
、
…
…
英
国
の
羅
紗
商
と
契
約
し
て
輸
入
を
始
め
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
二
代
忠
兵
衛
も
後
年
初
代
忠

兵
衛
を
評
し
、
明
治
初
年
の
合
言
葉
「
文
明
開
化
」
を
う
の
み
に
し
て
、
無
謀
に
近
い
行
為
も
行
な
っ
て
い
た
と
し
、
「
大
体
仕
事
に
興
味
を
も

ち
す
ぎ
、
新
事
業
に
対
す
る
想
像
力
が
ひ
ろ
す
ぎ
た
。
そ
の
当
時
と
し
て
は
無
理
も
な
い
が
、
予
備
調
査
も
研
究
も
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

い
わ
ゆ
る
進
取
開
国
の
啓
発
の
た
め
か
、
毛
織
物
輸
入
や
伊
藤
外
海
組
は
国
利
民
福
の
う
へ
に
寄
与
す
る
の
だ
、
と
の
信
念
だ
け
は
十
分
あ
っ

　
　
（
6
）

た
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
明
治
二
六
年
二
八
九
三
）
伊
藤
忠
兵
衛
は
大
阪
市
東
区
安
土
町
二
丁
目
に
綿
糸
卸
商
菌
伊
藤
糸
店
を
開
店
し
て
い
る
。
す
で
に
大
阪
で
は
明

治
｝
五
年
に
大
阪
紡
績
（
東
洋
紡
の
前
身
V
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
年
代
に
入
り
企
業
熱
が
勃
興
、
紡
績
会
社
の
設
立
が
相
つ
ぎ
、
忠
兵

衛
は
紡
績
綿
糸
の
将
来
性
を
察
し
て
綿
糸
卸
商
を
開
設
し
た
の
で
あ
り
、
彼
が
「
こ
の
糸
店
に
対
し
て
払
っ
た
注
意
と
考
慮
は
到
底
他
の
事
業
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と
は
比
較
出
来
ぬ
程
深
甚
な
る
も
の
が
あ
り
、
異
常
な
る
裁
量
を
以
て
将
来
性
あ
る
斯
業
の
基
礎
を
築
い
た
」
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
伊
藤

忠
商
事
｝
○
○
年
史
』
に
そ
の
一
端
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
明
治
二
六
年
忠
兵
衛
五
一
歳
の
と
き
、
東
区
安
土
町
二
丁
目
に
綿
糸
卸

商
⑭
伊
藤
糸
店
を
ひ
ら
い
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
二
五
年
中
春
か
ら
約
↓
年
間
に
わ
た
り
、
当
時
綿
織
物
業
の
中
心
で
あ
っ
た
愛
知
県
一
宮
町
（
現

一
宮
市
）
へ
二
名
の
店
員
（
村
岸
休
五
郎
、
加
藤
定
次
郎
）
を
派
遣
し
、
同
町
佐
分
利
慎
一
郎
氏
の
家
を
か
り
う
け
て
、
綿
糸
の
取
扱
い
を
は
じ
め

た
。
の
ち
の
糸
店
開
業
の
せ
ぶ
み
で
あ
っ
た
。
糸
店
は
、
忠
兵
衛
の
長
女
と
き
が
婿
養
子
（
鈴
木
福
松
の
ち
忠
次
郎
V
を
む
か
え
て
｝
家
を
お
こ

し
た
の
で
、
と
き
一
家
の
事
業
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
初
代
支
配
人
に
は
と
く
に
本
店
の
長
老
店
員
で
あ
っ
た
田
附
源
兵
衛
を
す
え
、

主
任
に
は
一
宮
か
ら
よ
び
も
ど
し
た
村
岸
休
五
郎
を
あ
て
、
さ
ら
に
副
主
任
を
も
う
け
て
小
菅
宇
七
を
任
命
し
た
。
こ
の
新
事
業
に
対
す
る
彼

の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
決
意
が
う
か
が
え
る
。
現
在
の
ゆ
伊
藤
忠
商
事
は
こ
の
店
が
根
幹
と
な
り
、
の
ち
お
お
く
の
は
げ
し
い
う
つ
り
か
わ
り
に
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た
え
て
、
生
々
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
。

近
江
銀
行
設
立
前
後

一
九



直営の事業

初代伊藤忠兵衛の事業と関係した事業

持チ下り卸売業

安政55〈1858＞開業

ノチ博多行町二
店ヲオク

紅忠（大阪）

明治51〈1872＞開店

呉服太物卸売

㊨伊藤本店
明治171〈1884＞改称

関東呉服卸売

◎京都チリメン
ー　　石持問屋
明治15＜1882＞開店

明治16年羽田治
平ニアタエル

関係した事業

圃伊藤京店
明治17．1〈1884＞開店

　染呉服卸売

　伊藤外海組
明治18〈1885＞組織

雑貨類ノ対米直
輸出

圃伊藤染工場
明治30＜1897＞設立

九重染黒紋付ノ
染工一

盛伊藤西店
萌7吾19＜1886＞開店

ラシャロンFン
直輸入

⑱伊藤糸撚
明治26〈1893＞開店

内外綿糸卸売

サンフランンスコ店

明冶22．12＜1889＞

　　　　開店

日東合資会社
明治29〈1896＞設立

内外綿花綿糸

　　　　卸売

日東綿糸株式会社

明享台30．12〈1897＞

　　　　囎

　日東洋行
明治31＜1898＞

　　　　改組

会　　社　　名 設立年月 設立時資本金
本　社
轄ﾝ地

摘　　　　　要

大阪製紙株式会社 明治17．12 10万円 大阪
設立二参加〈明治39年中之島
ｻ紙トナル〉

関西貿易株式会社 20．　5 25 京都 設立二参加

川　　崎　　造　　船　　所 20．改称
＜川崎正蔵
m個人経営〉

神戸
出資者ノ組員二参加く明治29
N株式会社トナル〉

金巾製織株式会社 21．　8 120 大阪 設立二参加

株式会社　近　江　銀　行 27．　3 50 大阪
設立二参加27年専務取締役、
R4年頭取

兵庫運河株式会社 27．　4 35 神戸 設立二参加

真宗信徒生命保険株式会社 28．　3 50 京都 設立二参加28年監査役

株式会社日本貿易銀行 28．10 150 神戸 設立二参加28年監査役

日本貿易倉庫株式会社 29．　2 150 神戸 設立二参加

株式会社　起　業　銀　行 29．　3 200 京都 設立二参加29年取締役

湊川改修株式会社 30．　6 100 神戸 設立二参加

（出所）伊藤忠商事株式会社社史編集室『伊藤忠商事100年』27頁による。

近
江
銀
行
設
立
前
後

o



　
前
日
の
図
は
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
が
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
至
る
ま
で
、
創
設
し
関
与
し
て
き
た
事
業
で
あ
る
。
彼
の
創
設
し
た
事
業
に
つ

い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
明
治
三
六
年
彼
の
死
去
当
時
、
伊
藤
家
の
事
業
と
し
て
伊
藤
本
店
、
雪
明
、
西
店
、
裾
裏
お
よ
び
伊
藤
染

工
場
が
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
業
界
に
お
い
て
重
き
を
な
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
彼
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
多
く
の
企
業
に
関
係
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。
関
西
貿
易
株
式
会
社
（
明
治
二
〇
年
五
月
設
立
）
、
金
巾
製
織

会
社
（
明
治
二
一
年
入
月
設
立
）
な
ど
、
多
く
の
企
業
の
創
設
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
明
治
二
七
年
三
月
大
阪
に
設
立
さ
れ
た
近
江
銀
行
に
も

創
設
期
よ
り
関
係
を
有
し
て
い
た
。
忠
兵
衛
は
明
治
の
初
期
か
ら
銀
行
経
営
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
が
、
明
治
一
五
年
ご
ろ
銀
行
が
乱
立
さ
れ
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る
の
を
み
て
独
立
で
の
経
営
を
あ
き
ら
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
近
江
銀
行
を
は
じ
め
、
神
戸
市
に
本
店
を
お
く
日
本

貿
易
銀
行
（
明
治
二
八
年
一
〇
月
設
立
）
、
京
都
市
に
本
店
を
お
く
起
業
銀
行
（
明
治
二
九
年
三
月
設
立
）
な
ど
の
設
立
に
か
か
わ
り
、
監
査
役
あ
る

い
は
取
締
役
と
し
て
関
係
を
有
し
て
い
た
。

　
日
本
貿
易
銀
行
は
神
戸
市
栄
町
三
丁
目
に
、
「
外
国
貿
易
取
引
の
機
関
」
と
し
て
、
広
瀬
満
正
ら
の
発
起
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

金
一
五
〇
万
円
、
当
時
の
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
屈
指
の
大
銀
行
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
銀
行
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
明
治
二
二
年
同
市

に
日
量
直
貿
易
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
兼
松
商
店
（
現
兼
松
株
式
会
社
V
の
創
業
者
兼
松
房
治
郎
を
は
じ
め
、
神
戸
、
大
阪
の
貿
易
業
者

が
関
与
し
て
お
り
、
さ
ら
に
背
後
に
あ
っ
て
支
援
し
て
い
た
の
は
、
当
時
の
著
名
な
実
業
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
、
前
田
正
名
で
あ
っ
た
。
彼
等
は

横
浜
正
金
銀
行
以
外
に
、
関
西
に
も
直
輸
出
貿
易
推
進
の
た
め
の
銀
行
設
立
の
必
要
を
意
識
し
、
貿
易
銀
行
の
設
立
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、

明
治
二
八
年
に
至
り
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
忠
兵
衛
も
す
で
に
明
治
一
入
年
よ
り
伊
藤
外
海
組
を
設
立
し
て
直
貿
易
を
行
な
っ
て

お
り
、
こ
の
銀
行
の
設
立
に
も
貿
易
事
業
の
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
関
与
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
本
行
は
設
立
後
営
業
成
績
比
較
的
良

好
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
役
員
間
に
内
紛
が
生
じ
、
そ
の
後
浪
速
銀
行
や
第
百
銀
行
と
の
合
併
交
渉
な
ど
、
紆
余
曲
折
の
末
、
明
治
三
七
年

九
月
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
取
引
関
係
は
北
浜
銀
行
に
お
い
て
引
受
け
ら
れ
て
い
る
。

近
江
銀
行
設
立
前
後

二
一



近
江
銀
行
設
立
前
後

二
二

　
伊
藤
忠
兵
衛
が
と
り
わ
け
深
い
関
係
を
も
っ
た
の
は
近
江
銀
行
で
あ
っ
た
。
明
治
二
七
年
同
行
設
立
に
際
し
て
取
締
役
と
な
り
、
明
治
三
四

年
の
金
融
恐
慌
に
よ
り
銀
行
経
営
が
危
機
に
当
面
し
た
さ
い
に
、
彼
は
こ
わ
れ
て
頭
取
に
就
任
病
躯
の
身
を
挺
し
て
危
機
打
開
に
つ
と
め
て
い

る
。
『
丸
紅
前
史
』
は
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
明
治
三
三
年
、
忠
兵
衛
五
九
歳
。
九
州
一
帯
を
席
巻
し
た
金
融
恐
慌
の
嵐
が
中
部
・
関
西
へ
波
及
し
、
三
四
年
に
は
近
江
銀
行
も
苦
境
に
陥

っ
た
。
明
治
維
新
以
降
、
彼
が
深
い
関
心
を
抱
い
た
も
の
に
銀
行
の
経
営
が
あ
っ
た
。
一
五
年
に
は
銀
行
設
立
に
食
指
が
動
い
た
が
、
銀
行
乱

立
に
よ
る
弊
害
は
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
っ
て
、
計
画
は
中
止
し
た
。
し
か
し
二
七
年
三
月
、
同
郷
出
身
の
実
業
家
た
ち
と
協
力
し
て
（
株
）
近

江
銀
行
（
資
本
金
五
〇
万
円
）
を
設
立
、
彼
は
専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
関
西
だ
け
で
も
三
四
行
が
支

払
停
止
を
す
る
状
況
下
で
、
彼
は
病
躯
を
お
し
て
頭
取
と
な
っ
て
再
建
に
力
を
尽
く
し
、
行
詰
り
を
回
避
し
た
。
片
岡
日
本
銀
行
大
阪
支
店
長

の
推
挙
も
あ
り
、
近
江
と
名
の
つ
く
銀
行
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
は
近
江
商
人
の
恥
辱
だ
と
考
へ
、
み
ず
か
ら
矢
面
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

だ
が
、
こ
の
奔
走
は
病
躯
に
ひ
び
き
、
在
任
二
年
た
ら
ず
で
、
後
を
前
川
善
三
郎
に
ゆ
だ
ね
て
退
任
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
後
の
東
洋
紡
社
長
阿
部
房
次
郎
は
、
明
治
三
四
年
下
期
か
ら
近
江
銀
行
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
が
、
後
年
頭
取
伊
藤
忠
兵
衛
の
死
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
、
「
公
共
的
責
任
感
の
つ
よ
さ
が
あ
え
て
み
ず
か
ら
の
命
を
ち
じ
め
る
ま
で
に
彼
を
お
い
や
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
明
治
三
六
年
七
月
、
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
が
な
く
な
り
、
長
男
天
折
の
た
め
次
男
精
一
（
一
八
八
六
～
一
九
七
三
）
が
家
督
を
相
続
、
二
代
目
伊

藤
忠
兵
衛
を
襲
名
し
て
い
る
。
彼
は
当
時
十
七
歳
で
滋
賀
県
商
業
学
校
に
在
学
中
で
あ
っ
た
た
め
、
姉
婿
の
伊
藤
忠
三
が
店
主
代
理
と
し
て
、

営
業
を
指
図
し
、
明
治
】
○
年
に
入
店
、
当
時
支
配
人
で
あ
っ
た
田
中
良
蔵
が
こ
れ
を
助
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
伊
藤
本
店
で
は
明
治
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
買
継
屋
を
通
じ
て
朝
鮮
へ
の
呉
服
太
物
類
の
輸
出
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
明
治
三
七
年
本
店
内
に

輸
出
部
を
お
き
、
店
員
を
朝
鮮
、
中
国
に
派
遣
し
て
市
場
調
査
を
行
な
い
、
明
治
三
九
年
か
ら
綿
糸
綿
布
の
輸
出
に
つ
と
め
て
い
る
。
一
方
国

内
に
お
い
て
も
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
、
伊
藤
本
店
は
大
阪
の
織
物
問
屋
と
し
て
、
そ
の
仕
入
先
が
全
国
機
業
地
に
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、
地
元



業
者
と
の
関
係
も
密
と
な
り
、
産
地
有
数
の
機
業
家
と
特
約
関
係
を
結
び
、
資
金
の
前
貸
し
な
ど
に
よ
り
、
業
者
に
対
す
る
発
言
権
を
高
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
二
六
年
糸
店
の
開
店
に
よ
り
、
伊
藤
家
の
経
営
す
る
店
は
、
四
店
お
よ
び
一
工
揚
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
四
】
年
七

月
、
伊
藤
家
事
業
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
綿
糸
、
ラ
シ
ャ
、
呉
服
の
三
つ
の
店
を
統
轄
し
、
各
店
の
運
営
方
針
の
決
定
、
人
事
、
決
算
な
ど

を
統
合
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
に
伊
藤
忠
本
部
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
本
部
は
財
閥
の
持
株
会
社
に
似
た
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
の
後
の
事
業
の
発
展
に
と
も
な
い
、
伊
藤
忠
兵
衛
本
部
を
会
社
組
織
に
改
め
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
三
年
一
二
月
、
伊
藤
忠
兵

衛
お
よ
び
そ
の
一
族
を
も
っ
て
、
資
本
金
二
〇
〇
万
円
の
伊
藤
忠
合
名
会
社
が
設
立
さ
れ
、
前
記
伊
藤
忠
兵
衛
本
部
の
営
業
全
部
が
こ
れ
に
継

承
さ
れ
て
い
る
。
法
人
企
業
へ
の
改
組
に
よ
り
、
合
名
会
社
の
資
本
金
は
二
〇
〇
万
円
、
四
名
の
社
員
で
組
織
さ
れ
、
社
員
の
出
資
額
は
伊
藤

忠
兵
衛
、
一
二
〇
万
円
、
伊
藤
と
き
、
三
〇
万
円
、
伊
藤
忠
三
、
三
六
万
円
、
伊
藤
竹
之
助
、
一
四
万
円
、
伊
藤
忠
兵
衛
が
代
表
二
十
で
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

三
名
は
業
務
執
行
社
員
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
の
好
況
期
に
同
社
の
発
展
は
著
し
く
、
半
期
に
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
利
益
を
あ
げ
る
好
調
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
大
正
七
年

一
二
月
、
伊
藤
忠
合
名
会
社
は
資
本
金
を
二
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
し
、
あ
ら
た
に
株
式
会
社
伊
藤
忠
商
店
（
資
本
金
五
〇
〇
万
円
）
と
伊
藤
忠
商

事
株
式
会
社
（
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
）
を
創
設
し
た
。
前
者
は
伊
藤
忠
合
名
会
社
お
よ
び
京
店
の
事
業
を
継
承
し
、
呉
服
太
物
・
毛
織
物
の
営

業
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
後
者
は
伊
藤
忠
合
名
会
社
よ
り
、
伊
藤
糸
店
業
務
お
よ
び
綿
糸
布
貿
易
を
中
心
と
す
る
事
業
を
継
承
し
、
設
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
忠
兵
衛
の
事
業
は
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
、
個
人
企
業
か
ら
合
名
会
社
に
、
そ
し
て
株
式
会
社
へ
と
企
業
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

態
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
世
界
に
進
出
す
る
近
代
企
業
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
（
1
）
伊
藤
忠
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
初
代
お
よ
び
二
代
忠
兵
衛
と
も
、
そ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
社
史
編
集
室
編
『
伊
藤
忠
商
事
】
○
○
年
』
伊
藤

　
　
　
忠
株
式
会
社
、
昭
和
四
四
年
。
お
よ
び
伊
藤
忠
兵
衛
翁
回
想
録
編
集
事
務
局
編
『
伊
藤
忠
兵
衛
翁
回
想
録
』
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
、
昭
和
四
九
年
。
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
（
2
）
（
3
）
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
社
史
編
集
室
編
、
前
掲
書
一
一
頁
。

　
　
（
4
）
同
右
、
　
一
七
頁
。

近
江
銀
行
設
立
前
後

二
一
二



近
江
銀
行
設
立
前
後

二
四

（
5
）
伊
藤
悌
造
『
田
附
政
次
郎
傳
』
株
式
会
社
田
附
商
店
、
昭
和
一
〇
年
、
二
六
〇
頁
。

（
6
）
伊
藤
忠
商
事
社
史
編
集
室
編
、
前
掲
書
、
　
一
七
頁
。

（
7
）
日
本
織
物
新
聞
社
編
『
大
日
本
織
物
二
千
六
百
年
史
』
上
巻
、
日
本
織
物
新
聞
社
、
昭
和
一
五
年
、
一
＝
二
頁
。

（
8
）
伊
藤
忠
商
事
社
史
編
集
室
編
、
前
掲
書
、
一
九
一
二
〇
頁
。

（
9
）
同
右
、
二
六
頁
。

（
1
0
）
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
六
巻
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
五
七
七
頁
お
よ
び
六
八
二
頁
参
照
。

（
1
1
）
丸
紅
株
式
会
社
社
史
編
集
室
編
『
丸
紅
前
史
』
丸
紅
株
式
会
社
、
昭
和
五
二
年
、
三
五
頁
。

（
2
1
）
　
伊
坤
藤
中
心
商
事
社
中
ん
編
集
室
編
｝
、
　
ル
別
掲
露
日
、
　
二
山
ハ
頁
。

（
1
3
）
同
右
、
五
七
頁
。

（
1
4
）
伊
藤
家
の
諸
事
業
と
近
江
銀
行
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
取
引
関
係
か
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
資
料
を
見
出
し
え
な
い
。
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
が
明
治
三
四
年
か
ら

　
　
三
六
年
ま
で
頭
取
を
勤
め
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
彼
の
没
後
は
伊
藤
忠
三
が
監
査
役
あ
る
い
は
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
。
ま
た
伊
藤
家
は
一
貫

　
　
し
て
同
行
大
株
主
で
も
あ
り
、
当
然
同
行
と
の
取
引
も
き
わ
め
て
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
九
年
三
月
の
反
動
恐
慌
で
、
伊
藤
忠
の
打
撃
は
大
き
か
っ
た
が
、
当

　
時
近
江
銀
行
も
大
戦
中
の
不
良
貸
付
が
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
伊
藤
忠
で
は
新
た
な
取
引
銀
行
を
見
出
す
こ
と
に
苦
慮
し
て
い
た
。
『
伊
藤
忠
兵
衛
翁
回
想
録
』
に
こ

　
　
の
間
の
事
情
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
金
融
の
約
1
／
3
を
ね
か
っ
て
お
っ
た
近
江
銀
行
が
、
そ
の
二
年
前
に
合
併
さ
れ
た
東
京
銀
行
の
業
績
不
良
が
ひ
び
い
て
、
つ
い
に
営
業
が
と
ま
っ
て
、
こ
ち
ら
ま
で
行
動

　
　
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
日
銀
に
心
配
し
て
い
た
だ
い
て
、
金
融
に
対
す
る
取
引
銀
行
を
選
定
紹
介
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
両
店
は
近
江
銀
行
以

　
　
外
は
各
行
平
均
し
て
お
取
引
ね
が
っ
て
お
っ
た
が
、
貿
易
の
関
係
上
、
と
き
の
横
浜
正
金
銀
行
と
は
特
別
の
深
い
取
引
を
ね
が
っ
て
お
っ
た
」
と
。
大
正
九
年
反
動
恐
慌
期
に

　
　
至
る
ま
で
、
伊
藤
家
事
業
が
金
融
面
に
お
い
て
近
江
銀
行
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
（
前
掲
『
伊
藤
忠
兵
衛
翁
回
想
録
』
二
〇
四
頁
。
）

五
　
近
江
銀
行
の
設
立
と
発
展

近
江
銀
行
は
明
治
二
七
年
三
月
、
滋
賀
県
下
の
有
力
者
小
泉
新
助
、
山
中
利
右
衛
門
、
伊
藤
忠
兵
衛
、
下
郷
傳
平
、
中
村
治
兵
衛
、
堤
惣
平
、

阿
部
市
郎
兵
衛
、
阿
部
周
吉
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
資
本
金
五
〇
万
円
の
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。
前
記
発
起
人
の
う
ち
田
村
正

寛
を
除
き
他
は
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
江
州
商
人
で
あ
り
、
同
行
は
ま
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

同
地
出
身
者
二
依
リ
テ
大
阪
市
二
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
し
で
あ
っ
た
。

「
江
州
商
人
ノ
主
タ
ル
事
業
ナ
ル
綿
業
関
係
ノ
金
融
機
関
ト
シ
テ



　
設
立
に
当
り
「
本
店
を
大
阪
に
置
く
べ
き
や
或
は
江
州
に
す
べ
き
や
に
つ
き
、
発
起
人
間
の
問
題
と
な
っ
た
が
、
将
来
発
展
を
画
す
る
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
大
阪
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
事
に
｝
決
」
し
て
、
大
阪
に
本
店
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
発
起
人
の
一
人
下
郷
面
心
は
、
後
年
往
時
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
っ
と
う

回
想
し
て
「
近
江
銀
行
も
亦
江
州
人
の
み
に
依
て
設
立
せ
ら
れ
、
日
清
戦
争
当
時
大
阪
の
熱
岡
船
場
の
中
央
に
、
資
本
金
百
万
円
を
持
つ
大
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

行
の
設
立
は
当
時
の
市
人
驚
異
の
的
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
近
江
銀
行
は
本
店
を
大
阪
市
東
区
備
後
町
三
丁
目
に
お
き
、
創
設
時
に
は
頭
取
に
小
泉
新
助
、
取
締
役
と
し
て
伊
藤
忠
兵
衛
、
下
郷
海
岸
、

中
村
治
兵
衛
、
阿
部
周
吉
、
山
中
利
右
衛
門
ら
が
就
任
、
阿
部
市
郎
兵
衛
は
監
査
役
に
就
任
し
て
い
る
。
同
行
は
創
業
当
初
よ
り
支
店
を
滋
賀

県
愛
知
慧
知
川
村
（
業
革
知
川
町
）
に
設
置
し
・
そ
の
後
も
・
郷
土
ノ
関
係
上
滋
賀
県
各
地
二
支
店
網
ヲ
撫
し
預
金
の
吸
収
あ
る
い
は
貸

出
の
増
加
に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
行
は
明
治
二
青
年
京
都
支
店
を
開
設
、
資
本
金
を
一
〇
〇
万
円
に
増
資
し
て
い
る
。
明
治
三
〇
年

末
現
在
、
大
阪
市
に
は
本
店
銀
行
四
三
行
、
支
店
銀
行
二
七
行
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
近
江
銀
行
は
払
込
資
本
金
で
入
位
、
預
金
額
で
一
五
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

（
支
店
銀
行
を
含
め
て
］
九
位
）
と
、
中
堅
上
位
の
銀
行
で
あ
っ
た
。

　
第
1
表
は
三
〇
年
代
は
じ
め
（
三
二
年
下
期
）
の
同
行
の
主
要
株
主
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
伊
藤
忠
兵
衛
（
初
代
）
、
山
中
利
右
衛
門
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

多
く
が
江
州
商
人
で
あ
り
、
職
業
に
お
い
て
も
呉
服
卸
商
、
綿
糸
織
物
業
な
ど
に
従
事
す
る
著
名
な
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
す
で
に
取
り
上
げ
て
き
た
よ
う
に
、
近
江
銀
行
は
そ
の
創
設
期
に
お
い
て
、
明
治
二
一
年
同
じ
く
江
州
商
人
達
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
た
、

金
巾
製
織
会
社
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
事
業
者
の
間
に
お
い
て
、
資
金
調
達
の
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
機
関
銀

行
を
設
立
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
特
定
の
銀
行
が
特
定
の
企
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
な
関
係
が
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
動
向
で
あ

（
7
）

つ
た
。
近
江
銀
行
の
場
合
に
も
有
力
な
江
州
商
人
が
設
立
し
て
お
り
、
彼
等
は
株
主
で
あ
る
と
と
も
に
、
役
員
な
ど
と
し
て
銀
行
の
経
営
に
も

関
与
し
て
い
る
人
々
が
多
く
、
ま
た
彼
等
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
経
営
し
て
お
り
、
自
か
ら
が
関
係
を
も
つ
企
業
の
た
め
に
銀
行
を
活
用
す

る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
金
巾
製
織
と
の
関
係
な
ど
も
か
よ
う
な
事
情
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
機
関
銀
行
と
し
て
の
性
格
を

近
江
銀
行
設
立
前
後

二
五



（第1表）　近江銀行主要株主（明治32年下期）

役　職 株主名 住所 所有株数 職　　　　　業

伊藤忠兵衛 滋賀 800 大阪の綿糸問屋、近江銀行頭取

山中利右衛門 〃 800 麻布卸商、山中製糸場経営

小泉新助 〃 773 麻布および関東呉服商、金巾製織役員

下郷豊平 〃 600 米穀肥料商、金巾製織役員

薩摩治兵衛 東京 600 織物問屋

井伊直憲 〃 530 旧彦根藩主

中村治兵衛 滋賀 500 麻布綿織物商、金巾製織役員

堤　　惣平 〃 500 高宮布卸問屋

阿部周吉 大阪 400 阿部市郎兵衛別家、金巾製織役員

阿部市郎兵衛 〃 310 米穀肥料商、金巾製織役員

馬場惣三郎 滋賀 275

西田庄助 〃 240 雑貨小間物卸問屋

井狩唯七 〃 230 地主、地方銀行役員

稲西合名会社 大阪 200 稲本、西村両家共同出資の織物問屋

瀬尾喜兵衛 〃 200 丹波出身、大阪の織物問屋

（備考） 総株数2万株

総株主数419名 1株50円

近
江
銀
行
設
立
前
後

（出所）近江銀行『第12期営業報告書』による。

も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
近
江
銀
行
は
明
治
二
七
年
三
月
設
立
さ
れ
、
翌
年
一
一
月
に

は
資
本
金
を
百
万
円
に
増
資
し
て
い
る
が
、
創
設
後
数
力
年
の
経
営
は
好
調
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
日
清
戦
争
後
心
入
年
四
月
講
和
条
約
の
締
結
を
み
る
や
、

賠
償
金
の
受
入
や
朝
鮮
、
清
国
な
ど
海
外
市
場
の
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、
同
年

八
月
ご
ろ
よ
り
、
企
業
熱
が
蔓
延
し
、
や
が
て
鉄
道
、
紡
績
、
銀
行
等
の
設
立

が
相
つ
ぎ
、
翌
二
九
年
六
、
七
月
期
ま
で
か
よ
う
な
状
況
が
持
続
し
た
。
こ
の

間
東
京
あ
る
い
は
大
阪
な
ど
で
は
、
多
く
の
銀
行
が
投
機
的
な
株
式
ブ
ー
ム
に

関
与
し
、
資
金
運
用
が
投
機
的
、
不
健
全
に
な
が
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、

明
治
二
九
年
七
月
以
来
、
金
利
水
準
の
上
昇
に
よ
る
株
価
の
下
落
が
生
ず
る
こ

と
と
な
り
、
銀
行
の
多
く
が
資
金
の
こ
げ
つ
き
、
固
定
化
に
苦
し
む
こ
と
と
な

っ
た
。
後
年
ま
と
め
ら
れ
た
日
本
銀
行
調
査
局
資
料
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
近
江

銀
行
の
状
況
に
つ
い
て

「
当
行
ハ
明
治
二
十
七
年
三
月
江
州
出
身
ノ
富
豪
等
二
依
リ
資
本
金
五
十
万
円

ノ
株
式
会
社
ト
シ
テ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
始
メ
大
阪
二
本
店
ヲ
、
近

江
国
愛
知
川
二
支
店
ヲ
置
キ
、
江
州
商
人
本
位
ノ
営
業
ヲ
開
始
シ
、
翌
二
十
八

年
十
一
月
資
本
金
ヲ
一
百
万
円
二
倍
加
シ
タ
リ
。
然
ル
ニ
日
清
戦
争
後
一
般
財

界
ノ
動
揺
二
際
会
ス
ル
や
当
行
取
引
先
中
打
撃
ヲ
蒙
レ
ル
モ
ノ
勘
カ
ラ
ス
従
テ

一
六



当
行
ノ
業
績
面
白
カ
ラ
ス
加
フ
ル
ニ
経
営
者
其
人
ヲ
得
サ
リ
シ
爲
メ
遂
二
経
営
困
難
ノ
状
態
二
陥
リ
シ
ヲ
以
テ
同
三
十
一
年
本
行
二
援
助
ヲ
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ム
ル
ト
同
時
二
専
務
二
島
郁
太
郎
、
支
配
人
二
池
田
経
三
郎
ノ
両
氏
ヲ
迎
へ
、
行
務
刷
新
ヲ
図
り
整
理
ヲ
進
メ
ル
タ
ル
カ
、
…
…
し
と
の
記
述

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
大
阪
で
は
明
治
一
二
年
（
　
八
七
九
年
）
、
民
間
の
自
主
的
な
組
織
と
し
て
手
形
交
換
所
が
活
動
を
始
め
て
お
り
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
大
阪

同
盟
銀
行
あ
る
い
は
大
阪
私
立
同
盟
銀
行
に
よ
り
、
手
形
交
換
、
手
形
取
引
業
務
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
二
九
年
下
期
か
ら
、
払
込
資
金

の
需
要
増
大
な
ど
に
よ
り
、
金
融
逼
迫
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
が
手
形
振
出
銀
行
の
行
詰
り
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
、
市
中
の
信
用
不
安
を

高
め
、
預
金
取
付
な
ど
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
『
日
本
銀
行
百
年
史
』
（
第
一
巻
）
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
経
過
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
大
阪
で
は
、
銀
行
が
手
形
を
振
り
出
し
て
手
形
交
換
所
に
売
却
し
、
資
金
に
余
裕
の
あ
る
銀
行
が
こ
れ
を
買
い
取
っ
て
融
通
を
す
る
と
い
う

慣
習
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
手
形
の
売
買
は
か
な
り
の
額
に
達
し
て
い
た
（
一
説
に
よ
れ
ば
】
○
月
一
五
日
～
一
一
月
一
五
日
の
間
の
要
決
済
高
は

五
〇
入
万
円
）
が
、
二
九
年
九
月
ご
ろ
、
や
や
金
融
引
締
ま
り
の
兆
候
が
み
ら
れ
る
や
、
手
形
買
入
れ
銀
行
は
資
金
回
収
の
た
め
そ
の
取
立
て
を

励
行
し
た
の
で
、
手
形
振
出
銀
行
は
資
金
繰
り
に
窮
し
相
次
い
で
破
綻
を
暴
露
し
た
。
＝
月
五
日
付
『
東
洋
経
済
新
報
』
に
よ
る
と
、
逸
身

銀
行
・
第
四
十
二
国
立
銀
行
・
近
江
銀
行
・
第
五
十
入
国
立
銀
行
な
ど
が
同
盟
銀
行
手
形
取
引
で
は
大
口
の
借
り
手
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
月
一

六
日
付
『
中
外
商
業
新
報
』
は
、
大
阪
同
盟
貯
蓄
銀
行
が
急
激
な
預
金
取
付
け
に
遭
っ
て
支
払
い
を
停
止
し
、
つ
い
に
解
散
の
悲
運
に
陥
っ
た

の
に
次
い
で
、
島
之
内
銀
行
・
琴
平
銀
行
等
も
支
払
い
を
停
止
す
る
に
至
り
、
今
や
第
四
十
二
国
立
銀
行
・
第
七
十
九
国
立
銀
行
・
大
阪
明
治

銀
行
・
大
阪
銀
行
・
天
満
銀
行
・
天
王
寺
銀
行
・
木
津
銀
行
・
玉
造
銀
行
・
逸
見
銀
行
・
近
江
銀
行
等
も
続
々
と
取
付
け
に
遭
い
、
「
必
死
之
に

応
ず
る
の
策
を
運
ら
し
、
幸
に
未
だ
支
払
停
止
の
失
態
を
演
ず
る
に
至
ら
ざ
れ
ど
も
、
猶
以
て
運
命
定
ま
ら
ざ
る
も
の
あ
り
、
填
め
に
人
心
危

催
を
抱
き
て
安
心
す
る
に
至
ら
ず
」
と
報
道
し
て
い
る
。
特
に
逸
見
銀
行
の
場
合
は
、
徳
川
時
代
以
来
有
名
な
両
替
商
の
後
身
で
世
間
の
信
用

近
江
銀
行
設
立
前
後

二
七



（千円）（第2表）　明治29年9月大阪主要銀行勘定

近
江
銀
行
設
立
前
後

資本金

@など
預金

貸出

`
うち

ц�a
B／A 6月→9月

搆ｸ　％
公債

取引所

ヱﾝ出

第十三 873 601 842 391 46．4 十2．6 489 362

〃三二 967 331 1，063 445 41．9 一〇．4 402 185

〃三四 835 939 2，201 1，363 61．9 十24．6 565 700

〃四二 587 454 1，614 1，116 69．1 一5．6 395 一635

〃五八 457 446 751 404 53．8 250 一405

〃百三十 906 2，094 3，858 3，370 87．4 十2．9 386 785

〃百四八 604 942 1，193 796 66．7 223 250

共　立 630 1，097 2，060 1，066 51．7 十43．5 57 一295

逸　身 180 757 1，506 1，060 70．4 十30．5 95 一945

近　江 469 738 1，324 822 62．1 一20．9 54 一445

住　友 1，070 2，466 2，759 1，474 53．4 十58．0 753 720

第一　（支店）
一 1，625 2，825 1，942 68．7 一18．9 191 645

〃三　（〃） 一
334 1，306 835 63．9 一5．6 213 一70

〃二二（〃） 一
156 557 190 34．1 一48．9 27 一310

三　井（〃） 一 2，085 4，112 1，753 42．6 十11．1 一 一
帝　商（〃） 一 1，252 2，816 1，965 69．8 十10．9 一 一

合　　計 7，578 15，065 30，787 18，992 61．7
一

4，100 532

その他 1，353 4，783 7，204
4
4
1
1
，

61．2
一

765 一532

総　　計 8，931 19，848 37，991 23，403 61．6 一5．2 4，865 0

出所）国見誠良『日本信用機構の確立一日本銀行と金融市場一』420頁による。
注）（1）「大阪同盟銀行報告」『銀行通信録』ならびに『銀行通信録』第132号、1896年11月、

　　　より作成。

　　（2＞資本金などの欄は、資本金＋積立金＋銀行券＋公的預金。ただし、銀行券＋公的預金

　　　は96年6月のもの。
　　（3）取引所純貸出は貸出と借入の差額。

二
黒

も
厚
か
っ
た
の
で
、
同
行
が
支
払
い
停
止
と
な

れ
ば
大
阪
全
市
の
金
融
に
非
常
な
混
乱
を
も
た

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ら
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
し
と
。

　
第
2
表
は
明
治
二
九
年
2
入
九
六
年
）
九
月

当
時
の
大
阪
に
お
け
る
手
形
売
買
取
引
の
状
況

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
「
取
引
所
純
貸
出
」
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
貸
出
超
過
は
第
百
三
十
、

住
友
、
第
三
十
四
な
ど
当
時
の
大
阪
の
有
力
銀

行
で
あ
り
、
借
入
超
過
は
逸
見
、
第
四
十
二
、

近
江
、
第
五
十
入
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
近
江

銀
行
は
創
設
直
後
で
あ
り
貸
出
に
さ
い
し
、
取

引
所
を
通
ず
る
同
業
者
借
入
に
過
度
に
依
存
す

る
状
態
に
お
か
れ
て
お
り
、
信
用
不
安
に
よ
る

銀
行
取
付
け
に
当
面
し
た
の
も
か
よ
う
な
実
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
前
述
の
よ
う
な
銀
行
の
預
金
取
付
に
は
、
い

わ
ゆ
る
流
言
引
取
が
と
び
か
い
、
信
用
不
安
を

か
き
た
て
て
い
た
。
三
〇
年
下
期
の
近
江
銀
行



営
業
報
告
書
、
「
営
業
ノ
景
況
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

「
前
年
来
金
融
界
二
発
現
セ
ル
疑
催
ノ
念
慮
ハ
｝
張
】
弛
未
タ
全
ク
警
戒
ヲ
解
ク
ヲ
得
ズ
加
フ
ル
ニ
世
ノ
軽
桃
者
流
ハ
斯
ル
時
機
二
乗
シ
テ
流

言
ヲ
放
チ
経
済
界
ノ
麗
動
ヲ
試
ミ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
出
シ
タ
リ
彼
等
ノ
中
ニ
ハ
自
カ
ラ
爲
国
司
ス
ル
所
ア
リ
テ
然
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
シ
ト
錐
モ
合

本
ヲ
極
メ
ズ
シ
テ
雷
同
ヲ
事
ト
ス
ル
ノ
輩
ノ
ミ
多
キ
が
如
ク
殊
二
新
聞
紙
上
漫
刀
筆
ヲ
弄
シ
甲
唱
乙
和
無
根
ノ
コ
ト
ヲ
捏
造
記
載
セ
ル
モ
ノ
往

々
之
ア
リ
本
行
ノ
華
客
ハ
再
興
海
ノ
明
敏
家
ニ
シ
テ
世
ノ
造
言
二
欺
カ
ル
・
如
キ
人
ナ
キ
が
故
二
當
店
ノ
営
業
二
何
等
ノ
影
響
ヲ
與
ヘ
ザ
リ
シ

ト
錐
モ
市
三
二
虎
ヲ
出
ス
ノ
諺
モ
ア
レ
バ
本
行
二
於
テ
多
少
ノ
警
戒
ヲ
加
へ
常
二
金
庫
二
言
分
ノ
金
銭
ヲ
扁
シ
以
テ
不
時
中
備
フ
ル
ノ
不
利
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

感
セ
シ
メ
タ
リ
如
斯
ハ
単
リ
本
行
二
尊
マ
ラ
ザ
ル
ベ
ケ
レ
バ
延
テ
国
家
ノ
不
利
タ
ル
ヲ
嘆
セ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ズ
」

　
前
述
の
よ
う
に
近
江
銀
行
は
、
日
清
戦
争
後
の
財
界
反
動
に
直
面
し
、
取
引
先
の
営
業
不
振
が
同
行
の
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
最
初
の
困

難
に
直
面
し
て
い
る
が
、
「
先
代
伊
藤
忠
兵
衛
さ
ん
が
須
磨
の
別
邸
で
病
気
加
療
中
を
、
他
の
重
役
諸
氏
が
無
理
に
引
っ
ぱ
り
出
し
て
其
の
整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
矢
面
に
立
っ
て
貰
っ
て
、
翁
が
一
肌
ぬ
い
で
力
を
入
れ
た
の
で
程
な
く
整
理
が
行
わ
れ
る
」
こ
と
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
近
江
銀
行
は
そ
の
後
も
営
業
好
転
せ
ず
、
業
務
の
刷
新
、
改
善
の
た
め
に
前
記
資
料
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
治
三
一
年
日
本
銀
行
に

援
助
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
行
よ
り
専
務
取
締
役
に
島
郁
太
郎
を
、
ま
た
支
配
人
に
池
田
経
三
郎
を
迎
え
て
い
る
。
近
江
銀
行
と
日
本

銀
行
と
の
関
係
が
、
す
で
に
こ
の
時
期
よ
り
深
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
日
本
経
済
は
明
治
三
三
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
、
深
刻
な
恐
慌
に
当
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
三
年
六
月
北
清
事
変
が
勃
発
、
中
国
市

場
へ
の
繊
維
製
品
の
輸
出
が
滅
退
、
手
持
綿
花
の
多
い
紡
績
会
社
や
全
国
各
地
の
機
業
が
危
機
に
陥
り
、
株
式
も
暴
落
し
た
。
貿
易
の
不
振
に
よ

り
正
貨
準
備
が
四
〇
％
近
い
急
激
を
招
く
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
民
間
に
対
す
る
資
金
的
圧
迫
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
三
三
年
一

二
月
、
熊
本
第
九
銀
行
の
預
金
の
支
払
い
停
止
に
端
を
発
し
た
金
融
恐
慌
は
、
九
州
地
方
に
伝
播
し
、
翌
三
四
年
春
に
は
、
同
地
方
と
取
引
の

多
か
っ
た
大
阪
、
京
都
、
の
諸
都
市
に
波
及
し
、
大
阪
市
で
は
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
北
村
銀
行
、
第
七
十
九
銀
行
、
難
波
銀
行
な
ど
が

近
江
銀
行
設
立
前
後

二
九



近
江
銀
行
設
立
前
後

三
〇

相
つ
い
で
休
業
し
、
同
市
内
他
行
で
も
取
付
け
が
相
つ
ぎ
、
恐
慌
状
態
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
銀
行
動
揺
は
日
銀
大
阪
支
店
に
よ
る

救
済
融
資
な
ど
に
よ
り
五
月
末
ま
で
に
沈
静
化
し
た
が
、
銀
行
の
淘
汰
、
預
金
の
大
銀
行
へ
の
集
中
な
ど
、
諸
銀
行
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か

っ
た
。

　
当
時
近
江
銀
行
は
、
大
阪
市
の
本
店
の
ほ
か
、
京
都
市
に
支
店
を
お
き
、
滋
賀
県
下
に
は
愛
知
川
支
店
と
同
支
店
能
登
川
出
張
所
を
置
い
て

い
た
。
明
治
三
四
年
五
月
は
じ
め
滋
賀
県
下
の
近
江
銀
行
の
支
店
、
出
張
所
が
預
金
の
取
付
に
あ
っ
て
い
る
が
、
大
阪
市
に
お
け
る
状
況
に
つ

い
て
は
、
先
に
あ
げ
た
日
銀
調
査
資
料
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
三
十
四
年
日
清
戦
争
後
ノ
第
二
次
反
動
起
ル
ヤ
、
大
阪
二
於
テ
ハ
先
ツ
北
村
銀
行
（
三
月
二
＋
入
日
）
、
七
十
九
銀
行
（
四
月
十
六
日
）
及
難
波

銀
行
（
同
日
）
ノ
破
綻
休
業
ト
ナ
リ
、
人
心
俄
カ
ニ
不
安
ノ
念
二
襲
ハ
レ
、
四
月
十
七
日
ヨ
リ
大
阪
市
内
ノ
銀
行
ニ
シ
テ
取
付
ヲ
蒙
ラ
サ
ル
モ
ノ

皆
無
ト
言
フ
カ
如
キ
恐
慌
状
態
ヲ
現
出
シ
タ
レ
ハ
当
行
亦
其
選
二
洩
レ
ス
、
勘
カ
ラ
ス
預
金
ノ
引
出
ヲ
受
ケ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
業
態
悪
化
シ
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

リ
シ
ヲ
以
テ
同
年
十
一
月
再
ヒ
資
本
金
ヲ
五
十
万
円
二
半
減
シ
心
力
整
理
ヲ
爲
ス
ノ
巳
ム
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
」
と
。

　
こ
の
恐
慌
に
よ
り
近
江
銀
行
も
預
金
の
取
付
に
見
舞
わ
れ
、
業
績
の
悪
化
に
よ
り
、
二
八
年
に
一
〇
〇
万
円
に
増
資
し
た
資
本
金
を
、
欠
損

金
潮
干
の
た
め
五
〇
万
円
に
半
減
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
近
江
銀
行
第
一
五
期
営
業
報
告
書
（
明
治
三
四
年
上
期
）

所
収
の
「
営
業
ノ
景
況
」
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
る
。

「
本
季
世
入
リ
前
途
金
融
界
ノ
内
部
二
潜
伏
シ
タ
ル
不
穏
ノ
情
況
出
世
二
九
州
其
他
ノ
地
方
二
連
萌
芽
ヲ
顯
ハ
シ
漸
次
京
阪
地
方
恐
慌
来
ヲ
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
い
　
　
　
　
　
け
ん
べ
つ

フ
ニ
至
リ
ニ
三
銀
行
支
払
停
止
ア
リ
動
揺
彌
・
甚
シ
ク
現
認
謬
論
玉
石
ヲ
弧
別
ス
ル
ノ
逞
ナ
ク
預
金
取
付
ナ
キ
ノ
銀
行
殆
ト
稀
ナ
ル
ノ
有
様
ナ

リ
シ
此
二
於
テ
各
銀
行
ハ
只
管
準
備
二
努
メ
専
ラ
自
衛
ノ
途
ヲ
執
り
タ
リ
従
テ
商
工
業
者
資
金
ノ
運
転
益
々
里
雪
シ
困
難
愈
々
其
許
ヲ
高
メ
破

綻
頻
々
ト
シ
テ
生
シ
経
済
界
ハ
一
大
乱
麻
ノ
状
ヲ
呈
シ
全
然
恐
慌
ノ
實
ヲ
早
出
セ
リ
此
際
二
戸
シ
テ
当
行
ハ
専
ラ
戒
厳
慎
重
ヲ
加
へ
甚
シ
キ
失

体
ヲ
視
サ
リ
シ
ト
錐
モ
一
般
有
価
証
券
価
格
ノ
下
落
ト
往
年
改
革
ノ
際
滞
貨
ニ
シ
テ
猶
ホ
回
収
ノ
見
込
ア
リ
ト
セ
シ
モ
ノ
コ
ノ
恐
慌
ノ
打
撃
二



（第3表）第15期損益計算書（明治34年上期）

利 益 金 額 損 失 金 額

円i 円i

利 息 77，037 1000 利 息 77，510 1260
手
割
　　数　料
@　引　料
�ﾂ利息

　473
U9，957

W，788

…
5
6
0
i
　
4
8
0
i
i
7
5
0

手　数
п@　引

ﾅ

料
譲
歩

　　21
R4，103

@　34

i660i　220

堰c

雑 役 660 i620 給料手當 10，760 1350
前期繰越金 3，136 i900 旅 費 563 iO50

欠
別途積立金
@　損　金

　7，000

S00，000

i
　
O
O
O
i
…
0
0
0

諸営　業 税
費

3，460

V，224

i140
c
　
8
4
0
i

… 営　繕 費 121 i520
i 雑 費 1，845 1230

i
i

雑公債価格切下損 　221
Q1，696

…790堰
@
5
0
0
i

i 諸 損 409，490 i950

合 計 567，054
i｝310

合 計 567，054
i
3
1
0
0

近
江
銀
行
設
立
前
後

（出所）近江銀行『第15期営業報告書』による。

堪
ヘ
ス
遂
二
破
綻
ヲ
来
タ
ス
ニ
至
リ
タ
レ
ハ
本
行
ハ
早
晩
其
損
害
ヲ
蒙
ラ
サ
ル
ヲ

得
ス
熟
・
銀
行
ノ
前
途
ヲ
考
フ
レ
ハ
断
然
之
力
処
分
ヲ
爲
シ
三
二
善
後
策
ヲ
立
ツ

ル
ヲ
以
テ
最
モ
利
益
ナ
リ
ト
信
シ
債
権
ノ
内
回
収
不
確
実
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ヲ
損
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

二
立
テ
厳
二
巨
額
ノ
繰
越
欠
損
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
シ
ナ
リ
L

　
第
3
表
は
明
治
三
四
年
上
期
に
お
け
る
近
江
銀
行
の
損
益
計
算
書
で
あ
る
が
、

貸
出
金
の
固
定
化
に
よ
り
欠
損
金
が
四
〇
万
円
に
達
し
て
い
る
状
況
を
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
た
だ
近
江
銀
行
の
貸
出
先
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
見
出
し
え
ず
、

資
金
の
固
定
化
の
具
体
的
な
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
近
江
銀
行
で
は
金
融
恐
慌
下
の
三
四
年
五
月
二
一
日
、
取
締
役
中
村
治
兵
衛
が

辞
任
、
さ
ら
に
六
月
四
日
に
監
査
役
竹
村
彌
兵
衛
が
辞
任
し
、
六
月
二
二
日
に
は

頭
取
小
泉
新
助
が
死
去
し
て
い
る
。
六
月
末
現
在
の
役
員
は
専
務
取
締
役
島
郁
太

郎
、
取
締
役
阿
部
周
吉
、
同
堤
惣
平
、
監
査
役
阿
部
市
郎
兵
衛
、
藤
井
善
助
と
い

う
陣
容
で
あ
っ
た
。
七
月
二
入
日
、
同
行
定
時
株
主
総
会
お
よ
び
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ
、
取
締
役
並
び
に
監
査
役
の
選
挙
を
行
な
い
、
新
た
に
取
締
役
頭
取
に
伊

藤
忠
兵
衛
、
専
務
取
締
役
島
郁
太
郎
、
取
締
役
薩
摩
治
兵
衛
、
同
瀬
尾
喜
兵
衛
、

同
西
田
庄
助
、
同
阿
部
房
次
郎
、
監
査
役
前
川
善
三
郎
、
同
市
田
彌
一
郎
ら
を
選

任
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
島
郁
太
郎
は
日
銀
出
身
で
あ
っ
た
が
同
年
一
〇
月
一
日

付
で
退
任
し
、
瀬
尾
喜
兵
衛
は
丹
波
の
出
で
大
阪
で
著
名
な
織
物
問
屋
で
あ
っ
た
。

＝
二



近
江
銀
行
設
立
前
後

三
二

他
は
い
ず
れ
も
江
州
商
人
と
し
て
著
名
な
人
々
で
あ
っ
た
。
阿
部
房
次
郎
は
阿
部
一
族
を
代
表
し
て
明
治
三
四
年
下
期
か
ら
取
締
役
に
就
任
し

て
い
る
が
、
こ
の
時
か
ら
昭
和
金
融
恐
慌
期
に
至
る
ま
で
、
経
営
者
の
一
人
と
し
て
近
江
銀
行
と
関
係
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
新
し
い
経
営
陣
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
前
述
の
よ
う
な
経
過
に
よ
る
四
〇
万
円
に
及
ぶ
前
期
繰
越
欠
損
金
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
九
月
二
四

日
臨
時
総
会
を
開
き
、
資
本
金
一
〇
〇
万
円
を
半
額
に
減
ら
し
、
資
本
金
五
〇
万
円
の
う
ち
未
払
込
分
五
万
円
は
払
込
み
を
免
除
、
払
込
済
に

か
か
る
四
五
万
の
う
ち
四
〇
万
円
で
前
期
の
欠
損
を
償
却
し
、
五
万
円
を
株
主
に
払
戻
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
不
況
下
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

経
過
は
、
近
江
銀
行
に
と
っ
て
容
易
な
ら
ざ
る
重
荷
で
あ
っ
た
。
同
行
第
一
六
期
営
業
報
告
書
（
明
治
三
四
年
下
期
）
所
収
の
「
営
業
ノ
景
況
」

に
よ
れ
ば
、
「
當
春
以
来
引
続
キ
金
融
界
劇
甚
ナ
ル
恐
慌
ヲ
呈
シ
タ
ル
ノ
後
ヲ
承
ケ
テ
本
懐
二
入
リ
商
工
界
ハ
萎
靡
沈
倫
ヲ
極
メ
我
同
業
者
モ
亦

タ
営
々
自
衛
切
二
財
界
ノ
状
況
二
注
意
シ
テ
容
易
二
筋
警
戒
ヲ
解
カ
ズ
其
後
対
外
貿
易
ハ
梢
や
好
況
二
米
穀
豊
饒
ノ
聲
ハ
普
フ
シ
テ
経
済
界
殻

臼
漸
次
恢
復
二
曲
ラ
ン
カ
ト
ノ
望
ミ
ナ
キ
ニ
非
ザ
リ
シ
モ
何
分
恐
慌
後
ノ
困
弊
未
ダ
癒
ヘ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
蛤
刃
ノ
下
落
其
他
諸
般
ノ
関
係
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

リ
不
景
気
ノ
聲
ハ
全
国
二
二
リ
…
…
銀
行
ハ
無
二
遊
金
ヲ
抱
キ
テ
放
資
ノ
途
ナ
ク
極
メ
テ
寂
莫
沈
静
ノ
裡
二
本
期
ヲ
終
レ
リ
」
し
と
記
さ
れ
て
い

る
。
前
述
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
一
二
四
年
一
二
月
の
決
算
に
お
い
て
は
、
近
江
銀
行
は
と
も
か
く
も
二
万
五
八
六
八
円
四
一
銭
の
純
益
金
を

計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
創
設
以
来
三
〇
年
代
前
半
期
を
通
じ
、
近
江
銀
行
は
困
難
な
環
境
の
中
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
預
金
や
貸
出
金
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

た
か
を
み
て
お
き
た
い
。
第
4
表
は
当
時
の
預
金
の
科
目
別
構
成
の
推
移
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
多
く
の
銀
行
は
、
明
治
二
〇
年
代

ま
で
預
金
が
殆
ど
な
く
、
資
本
金
を
貸
出
に
ま
わ
す
状
況
あ
っ
た
が
、
明
治
三
四
年
の
金
融
恐
慌
を
契
機
と
し
て
預
金
銀
行
化
が
進
み
、
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

預
金
が
増
加
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
近
江
銀
行
の
場
合
は
、
明
治
二
八
年
以
来
与
信
超
過
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
三
〇
年
代
前
半
期
に
は

不
況
の
関
係
な
ど
か
ら
預
金
の
伸
び
は
停
滞
気
味
で
あ
り
、
三
五
年
下
期
よ
り
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
間
の
預
金
の
科
目
別
構
成
に

お
い
て
、
最
も
ウ
エ
イ
ト
の
高
か
っ
た
の
は
当
座
預
金
で
あ
り
、
明
治
三
二
年
下
期
で
預
金
残
高
の
四
六
・
○
％
、
三
五
年
下
期
で
六
一
・
五



（
幽
幽
鼎
）
　
強
弩
3
受
皿
望
瀟
爵
3
諮
麟

甘
　
濫

灘
　
　
酔

》
嶺
町

醗
濫
慰
曄

脹
爵
嵐
吟

こ
・
ロ
脹
疇
留
滞

十
日
咄
訳

曽
蝿
斌
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融
醤
強
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（
圧
黒
）
肖
自
翻
輸
『
蛛
輝
鑑
雄
咄
』
温
誌
認
岳
～
ω
㎝
醤
π
鮮
O
斎
舜
。

％
に
達
し
て
い
る
。
当
座
預
金
は
営
業
性
預
金
で
あ
り
、
当
時
当
座
預
金
取
引
は
大
都
市
と
く
に
東
京
や
大
阪
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
と
り
わ

け
大
阪
に
お
い
て
当
座
取
引
が
浸
透
し
、
当
座
預
金
の
重
要
性
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
近
江
銀
行
の
場
合
に
は
、
と
く
に
綿
業
関
係

業
者
と
の
間
に
当
座
預
金
取
引
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
大
阪
に
本
店
を
お
く
近
江
銀
行
の
預
金
構
成
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
は
っ
き
り
と
う
か

が
わ
れ
る
。
定
期
預
金
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
二
年
下
期
で
預
金
残
高
の
一
六
・
七
％
を
占
め
て
い
た
が
、
三
五
年
下
期
に
は
＝
二
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。
定
期
預
金
が
増
加
す
る
の
は
明
治
末
年
か
ら
で
、
後
述
の
よ
う
に
大
正
三
年
末
に
は
五
三
・
○
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
第
5
表
は
貸
出
金
の
科
目
別
構
成
の
推
移
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
三
四
年
上
期
か
ら
貸
出
金
も
停
滞
ぎ
み
で
あ
っ
た
が
、
科
広
量
に
み
る
と

割
引
手
形
（
手
形
貸
付
を
含
む
）
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
、
明
治
三
二
年
下
期
で
貸
出
残
高
の
七
三
・
九
％
、
三
五
年
下
期
で
七
二
・
一
％
に
達
し

て
い
る
。
明
治
三
〇
年
前
後
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
商
業
手
形
や
融
通
手
形
に
よ
る
取
引
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
地
方
で
の

手
形
の
流
通
は
限
ら
れ
て
い
た
。
京
都
な
ど
で
も
日
銀
に
よ
る
手
形
再
割
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
手
形
の
利
用
が
増
大
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
近
江
銀
行
営
業
報
告
書
（
明
治
三
〇
年
上
期
V
に
京
都
支
店
の
「
営
業
ノ
景
況
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

近
江
銀
行
設
立
前
後

三
三



（第5表）　貸出金の科目別構成の推移

近
江
銀
行
設
立
前
後

年　期 残　　高 貸付金 当座貸越 割引手形 荷付為替手形

円i 円i 円i 円i 円i

明治32下
@　　33上

@　　33下

2，574，035i850　　　　　　　　1

R，339，101i280　　　　　　　　1

R，088，172i620

354575i980　　　，　　　　　　　1

S72β93iO90
R83，967i940

312，458i890　　　　　　　1

S68，482i960　　　　　　　1421，545iO80

1，902，623i260　　　　　　　　1

Q，381，366iO30

Q，272，722i590

4．3771720　　　　　i

P6，359i200　　　　　i

X，937iO10

34上 　　　　　　　　1P，879，467i170 246．206β90 381，731i320 1，247，383i550 4，145i910

34下

R5上

1，149，192i660　　　　　　　　1

P，491，125i770

182，285iO10　　　　　　　1

P20，502iO50

190，572i890　　　　　　　1

Q65，581i390

　　773，800i690　　　　　　　　11，084，309i960 2，534iO70　　　　　　幽

Q0，732i370

35下
　　　　　　　　i
P，978．294β70

　　　　　　　1
P71，589iO60 301，47gi670 　　　　　　　　i

P，426，813i660
　　　　　　1
V8，412i280

（出所）近江銀行『営業報告書』明治32年～35年により作成。

三
四

「
當
支
店
当
半
季
間
営
業
ノ
景
況
ハ
当
季
二
比
シ
又
一
段
ノ
繁
忙
ヲ
加
ヘ
タ
リ
キ
殊
二
約
束
手
形
発
行

流
通
ノ
一
事
ニ
シ
テ
従
来
京
都
ノ
商
家
ハ
之
ヲ
嫌
悪
セ
シ
モ
世
運
ノ
進
歩
二
随
ヒ
信
用
取
引
上
必
要
欠

ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
悟
り
漸
ク
之
ヲ
利
用
ス
ル
ニ
至
レ
リ
折
柄
日
本
銀
行
京
都
出
張
所
二
親
テ

モ
営
業
部
ヲ
設
置
セ
ラ
レ
再
割
引
ノ
言
開
ケ
シ
ヨ
リ
頓
二
手
形
ノ
流
通
発
達
シ
随
テ
当
支
店
ノ
割
引
金

額
二
於
テ
四
拾
九
萬
九
千
参
百
鯨
圓
手
形
枚
数
二
於
テ
六
百
六
枚
ヲ
増
シ
殆
ド
五
倍
ノ
額
二
上
レ
リ
金

銀
出
納
二
間
テ
モ
亦
壼
千
式
拾
七
萬
戴
千
入
王
絵
圓
即
チ
六
割
ノ
増
加
ト
ナ
リ
随
テ
運
転
資
本
ノ
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ヲ
告
ク
ル
ニ
至
リ
シ
ヲ
以
テ
十
月
十
一
日
ヨ
リ
當
支
店
ノ
資
本
額
ヲ
増
加
シ
タ
リ
」
と
。

　
明
治
三
五
年
末
現
在
近
江
銀
行
は
、
大
阪
の
本
店
、
京
都
支
店
、
愛
知
川
支
店
、
愛
知
川
支
店
能
登

川
出
張
所
の
四
店
舗
を
お
い
て
い
た
。
当
然
な
が
ら
預
金
、
貸
出
と
も
に
大
阪
本
店
の
ウ
エ
イ
ト
が
高

い
。
本
店
の
預
金
残
高
は
一
一
二
二
六
五
三
一
円
で
総
預
金
残
高
の
五
七
・
六
％
を
占
め
、
京
都
支
店

の
預
金
残
高
は
四
九
万
五
入
門
〇
円
で
そ
の
シ
ェ
ア
ニ
五
・
三
％
、
残
り
の
一
七
・
一
％
が
、
滋
賀
県

下
二
店
舗
の
預
金
残
高
の
シ
ェ
ア
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
店
舗
別
の
預
金
の
科
目
別
構
成
比
を
み
る
と
、

本
店
で
は
当
座
預
金
の
割
合
が
七
島
・
入
％
を
占
め
、
以
下
定
期
預
金
一
〇
・
二
％
、
小
口
当
座
預
金

四
・
七
％
、
そ
の
他
の
預
金
合
計
で
六
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
支
店
に
お
い
て
も
、
当
座
預
金

が
預
金
残
高
の
五
九
・
六
％
を
占
め
て
お
り
、
本
店
お
よ
び
京
都
支
店
の
場
合
、
年
間
総
預
り
高
に
占

め
る
当
座
預
金
の
ウ
エ
イ
ト
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
滋
賀
県
の
二
店
舗
の
う
ち
、
愛
知

川
支
店
は
預
金
残
高
二
二
万
六
九
四
〇
円
、
小
口
当
座
預
金
が
六
六
・
八
％
を
占
め
、
当
座
預
金
は
僅

か
に
六
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
愛
知
川
支
店
能
登
川
出
張
所
に
お
い
て
も
、
小
口
当
座
預
金
が
七
三
．



一
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
座
預
金
は
五
・
一
％
と
低
位
に
あ
る
。
小
口
当
座
預
金
は
貯
蓄
預
金
類
似
の
預
金
で
あ
り
、
当
時
は
地
方
支
店
の

預
金
者
に
よ
り
こ
れ
が
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
貸
出
に
つ
い
て
は
、
三
五
年
末
で
、
大
阪
本
店
の
貸
出
残
高
一
一
四
万
七
二
七
八
円
、
総
貸
出
残
高
の
五
八
・
○
％
を
占
め
、
京
都
支
店
五

五
万
九
一
九
円
、
総
貸
出
残
高
の
二
七
・
入
％
と
な
っ
て
い
た
。
残
り
の
一
四
・
二
％
が
滋
賀
県
下
二
店
舗
の
貸
出
残
高
の
割
合
で
あ
る
。
貸

出
金
（
貸
付
金
と
当
座
貸
越
の
合
計
）
の
担
保
に
つ
い
て
店
舗
別
に
担
保
の
内
訳
を
み
る
と
、
本
店
お
よ
び
京
都
支
店
に
お
い
て
は
、
株
券
を
担

保
と
す
る
も
の
が
多
く
、
本
店
四
〇
・
六
％
、
京
都
支
店
四
八
・
｝
％
と
高
率
を
占
め
、
つ
い
で
信
用
貸
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
滋
賀
県
下

の
店
舗
で
は
商
品
を
担
保
と
す
る
貸
出
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
と
く
に
能
登
川
出
張
所
の
場
合
に
は
こ
れ
が
総
貸
出
残
高
の
五
一
・
五
％
に
達

し
て
い
た
。
滋
賀
県
の
湖
東
地
方
能
登
川
周
辺
は
近
江
麻
布
の
産
地
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
明
治
時
代
に
お
い
て
も
農
村
家
内
工
業
の
形
態
で

生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
前
述
の
阿
部
市
郎
兵
衛
家
を
は
じ
め
多
く
の
江
州
商
人
た
ち
が
こ
の
生
産
・
流
通
に
深
い
か
か
わ
り
を
有
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
近
江
銀
行
は
能
登
川
出
張
所
（
の
ち
支
店
）
を
通
じ
、
同
地
方
の
機
業
者
、
問
屋
な
ど
に
、
商
品
担
保
の
融
資
を
行
な
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
江
銀
行
は
明
治
三
〇
年
代
後
半
期
以
降
、
業
績
が
次
第
に
安
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
預
金
、
貸
出
の
増
加
が
み
ら
れ
、
純
益
率
は
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
＞

年
下
期
に
八
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
三
八
年
下
期
に
は
一
七
・
六
％
と
な
り
、
配
当
率
も
こ
の
綿
車
％
か
ら
九
％
に
増
加
し
て
い
る
。
明
治
三

〇
年
末
の
コ
ル
レ
ス
先
は
、
本
支
店
を
合
わ
せ
一
五
一
カ
所
で
あ
っ
た
が
、
三
七
年
末
に
は
こ
れ
が
四
五
五
カ
所
に
及
ん
で
い
る
。
同
行
の
歴

史
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
か
ら
積
極
的
に
小
銀
行
を
買
収
、
合
併
し
、
店
舗
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治

期
に
お
け
る
わ
が
国
の
銀
行
は
、
業
態
の
不
明
確
な
零
細
銀
行
が
濫
立
し
、
明
治
二
〇
年
代
を
通
じ
て
そ
の
数
が
急
速
に
増
加
し
、
ピ
ー
ク
を

な
す
明
治
三
四
年
に
は
普
通
銀
行
の
み
で
一
入
六
七
行
に
達
し
て
い
た
。
か
よ
う
な
事
態
は
、
不
況
期
に
お
け
る
小
銀
行
の
預
金
取
付
け
、
休

業
の
続
出
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
小
銀
行
濫
設
の
弊
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
も
こ
の
問
題
を
重
視
し
、
明
治
二
九
年
四
月
の
銀
行
合
併
法
の

近
江
銀
行
設
立
前
後

三
五



近
江
銀
行
設
立
前
後

三
六

公
布
（
三
二
年
新
商
法
公
布
に
よ
り
三
三
年
一
月
廃
止
）
に
つ
い
で
、
三
四
年
九
月
に
は
小
銀
行
濫
設
防
止
の
た
め
、
各
署
県
知
事
に
通
牒
を
発

し
、
銀
行
資
本
金
の
最
低
限
を
株
式
組
織
で
五
〇
万
円
、
個
人
組
織
で
二
五
万
円
と
し
、
小
銀
行
の
設
立
を
制
限
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
経
過

を
機
に
銀
行
の
集
中
、
合
併
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
近
江
銀
行
は
明
治
三
七
年
末
現
在
大
阪
の
本
店
の
ほ
か
、
京
都
支
店
、
愛
知
川
支
店
、
愛
知
川
支
店
能
登
川
出
張
所
か
ら
昇
格
し
た
能
登
川

支
店
の
四
店
舗
を
有
し
て
い
た
が
、
三
入
墨
一
月
長
浜
銀
行
を
合
併
し
て
長
浜
支
店
と
し
、
資
本
金
を
従
来
の
五
〇
万
円
か
ら
七
〇
万
円
に
増

額
、
翌
年
六
月
湖
東
銀
行
を
買
収
し
て
高
宮
支
店
と
し
て
同
時
に
八
四
万
円
に
増
資
、
同
年
一
〇
月
に
は
日
野
銀
行
お
よ
び
大
津
銀
行
を
買
収

し
て
支
店
と
し
、
四
〇
年
二
月
に
は
八
日
市
支
店
を
設
置
し
て
い
る
。
明
治
三
九
年
末
に
は
資
本
金
二
〇
〇
万
円
の
銀
行
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
6
表
は
明
治
四
四
年
末
現
在
の
、
滋
賀
県
下
の
銀
行
の
現
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
県
内
に
本
店
を
お
く
銀
行
の
な
か
で
は
、
百
三
十
三
、

入
庫
、
近
江
商
業
の
三
行
が
預
金
、
貸
出
金
な
ど
に
お
い
て
優
位
に
あ
っ
た
が
、
近
江
銀
行
は
前
述
の
よ
う
に
、
長
浜
・
湖
東
・
日
野
・
大
津

四
行
の
合
併
に
よ
り
、
県
内
店
舗
が
増
加
し
、
預
金
、
貸
出
金
の
県
内
で
の
シ
ェ
ア
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
末
年
に
は
県
内
に
お
い
て

も
有
力
な
銀
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
前
記
銀
行
の
う
ち
、
近
江
商
業
銀
行
は
大
正
一
四
年
、
名
古
屋
に
本
店
を
お
く

明
治
銀
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
百
三
十
三
、
八
幡
の
両
行
は
、
昭
和
八
年
新
立
合
併
の
上
、
現
在
の
滋
賀
銀
行
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
間
近
江
銀
行
で
は
明
治
三
六
年
七
月
頭
取
を
つ
と
め
て
い
た
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
が
亡
く
な
り
、
同
年
末
の
近
江
銀
行
は
、
役
員
に
取
締

役
頭
取
瀬
尾
喜
兵
衛
、
取
締
役
前
川
善
三
郎
、
同
薩
摩
治
兵
衛
、
同
西
田
庄
助
、
同
阿
部
房
次
郎
、
支
配
人
池
田
経
三
郎
、
監
査
役
伊
藤
忠
三
、

同
北
川
與
平
等
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
の
あ
と
瀬
尾
喜
兵
衛
は
三
八
年
上
期
ま
で
頭
取
の
任
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
同
年
下
期
よ
り
前
川

善
三
郎
が
頭
取
と
な
り
明
治
四
三
年
上
期
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

　
明
治
四
三
年
七
月
新
た
に
池
田
経
三
郎
が
頭
取
に
就
任
し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
後
大
正
一
二
年
一
月
没
す
る
ま
で
頭
取
を
つ
と
め
て
お
り
、

同
行
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
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近
江
銀
行
設
立
前
後

三
入

　
池
田
経
三
郎
は
慶
応
三
年
一
一
月
三
日
岡
山
藩
士
の
家
に
生
れ
て
い
る
。
明
治
二
九
年
独
逸
協
会
学
校
を
卒
業
し
て
日
本
銀
行
に
入
り
、
独

行
二
以
下
後
、
三
一
年
六
月
近
江
銀
行
に
入
り
支
配
人
に
就
任
、
三
八
年
一
月
専
務
取
締
役
と
な
り
、
さ
ら
に
前
記
の
よ
う
に
四
三
年
七
月
頭

取
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
間
三
九
年
一
月
大
阪
銀
行
集
会
所
委
員
に
選
ば
れ
、
四
三
年
】
月
大
阪
手
形
交
換
所
委
員
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
＞

大
阪
銀
行
業
界
の
発
展
の
た
め
に
も
力
を
尽
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
大
阪
銀
行
界
の
一
部
で
は
、
明
治
三
〇
年
代
か
ら
「
外
部
か
ら
新
知
識
を
導
入
し
、
経
営
の
刷
新
に
あ
た
る
」
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
た
。
町

田
忠
治
は
三
二
年
日
本
銀
行
大
阪
支
店
調
査
役
か
ら
山
口
銀
行
総
理
事
に
就
任
し
、
小
山
健
三
は
同
年
文
部
次
官
を
辞
し
て
三
十
四
銀
行
頭
取

に
就
任
し
て
い
る
。
北
浜
銀
行
は
三
井
銀
行
か
ら
岩
下
清
周
を
む
か
え
、
近
江
銀
行
は
日
銀
か
ら
池
田
経
三
郎
を
む
か
え
て
発
展
を
は
か
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
池
田
経
三
郎
は
明
治
三
八
年
一
月
専
務
取
締
役
と
な
り
、
四
三
年
七
月
に
は
頭
取
に
就
任
し
て
い
る
。
彼
は
か
ね
て
か
ら
積

極
的
に
行
務
の
刷
新
に
つ
と
め
て
お
り
、
前
記
の
よ
う
な
滋
賀
県
内
で
の
店
舗
の
拡
張
の
あ
と
、
四
三
年
九
月
大
阪
市
に
東
支
店
（
東
区
農
人
橋

詰
町
）
を
設
け
、
翌
年
西
支
店
（
西
区
立
売
堀
南
通
一
丁
目
）
、
北
支
店
（
北
区
天
神
橋
筋
三
丁
目
）
を
新
設
、
四
五
年
一
月
資
本
金
を
四
〇
〇
万
円

と
し
、
引
続
き
南
堀
江
支
店
（
西
区
南
堀
江
通
三
丁
目
）
を
設
け
、
大
正
二
年
に
京
町
堀
支
店
（
西
区
京
町
堀
通
三
丁
目
）
、
南
支
店
（
南
区
東
清
水

町
）
を
新
設
し
て
い
る
。
そ
の
後
同
行
は
大
正
四
年
東
京
支
店
を
江
州
商
人
ゆ
か
り
の
東
京
市
日
本
橋
区
点
留
町
二
丁
目
に
設
置
、
さ
ら
に
同
六

年
に
は
神
戸
市
西
町
に
神
戸
支
店
を
開
設
し
て
い
る
。
と
く
に
大
正
七
年
以
降
の
店
舗
の
新
設
が
著
し
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
と

り
上
げ
て
い
る
。

　
以
下
第
7
表
、
第
8
表
に
示
さ
れ
る
近
江
銀
行
の
第
二
二
期
貸
借
対
照
表
（
明
治
三
七
年
下
期
）
お
よ
び
第
四
二
期
貸
借
対
照
表
（
大
正
三
年
下

期
）
を
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
期
間
の
同
行
の
発
展
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　
明
治
三
七
年
末
現
在
、
近
江
銀
行
は
資
本
金
五
〇
万
円
（
払
込
済
）
、
積
立
金
は
四
万
国
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
大
正
三
年
末
に
は
資
本
金



（第7表）第22期貸借対照表（明治37年下期）

資　　　産 金　　額 負　　　債 金　　額

叫 円i

貸　　付　　　金

枕ﾀ預金貸越

124，544i730　　1

S22，880i650

定　期　預　　金
磨@座　預　　金

589，044i120　　1

P，481，287i930

割　引　手　形 　　1P，929，187i830 小口当座預金 　　1T30，308i690

阿付為替手形 31，392i860 別　段　預　　金 106，124i830

預　　　ケ　　　金

ｼ店へ貸（239ケ所）

3，16gi830　　1

Q68．7451710

通　知　預　　金

d払送金為替手形

21，712i180　F

T．7971310
諸公債証書及国庫債券 　　1Q65，947i500 再割　引　手形 　1R4，359i370

営業用　地所 25，720iOOO 他店ヨ11借（229ケ所） 395，044i390

同　　　建　　　物

ｯ　　計　　器

36，004i250　1

S，357i490

資　　　本　　　空

ﾏ　　　立　　　金

500，000iOOO　　I

S4，000iOOO

金　銀　有　高 　　1U29，556i740

@　i
仕払未済割賦金

O期繰越金

2
8
2
i
8
0
0
8
．
4
7
5
1
6
3
0
　
脚｝ 当期純益金

25．0741340　3

合　　　　　計 3，741，511i590 合　　　　　計 3，741，511i590

近
江
銀
行
設
立
前
後

（出所）近江銀行『第22期営業報告書』による。

　　　　　　　（第8表）第42期貸借対照表（大正3年下期）

資　　　産 金　　額 負　　　債 金　　額

円i 円i

貸　　　付　　　金 157，931i　25 定　　期　　預　　金 10，933，251i　60
1 1

當座預金貸越 2，657，927iO5 当　座　預　　金 4，717，815i　73

割　引　手　形 　　1P5，777，229i14 小口当座預金 　　1S，194，005iO3

荷付為替手形 129，054i72 別　段　預　　金 360，11giO7
他店へ（754ケ所） 1，978，466i　71 通　知　　預　　金 442，196i　61

1 1

諸公債証書 1，213，007i　57 仕払送金手形 3，507i　99

諸　　　株　　　式 　1U3，195iOO 再割　引　手形 　　1T45，000iOO
預　　　ケ　　　金 577，207i　67 他店ヨ11借（801ケ所） 1，608，214i　60

払込未済資本金 1，000，000iOO 資　　本　　　金 4，000，000iOO

営業用地所 　　FQ53．833193 積　　　立　　　金 　　1T00．000100
同　　　建　　　物 　1V7，952i　61 仕払未済割賦金 　1P，476iO2
同　　　計　　　器 16，016i　31 前期繰越金 54，247i　47

新　　築　　　費 90，655i　62 当　期純益金 179，303i　88

金　銀　有　高

ﾔ　　　　　計

　　闘R，546，66⑪i42　　ヒ

Q7，539，138iOO 合　　　　　計
　　i
@　iQ7，539，138iOO

（出所）近江銀行『第42期営業報告書』による。

三
九

四
〇
〇
万
円
（
内

払
皆
済
三
〇
〇
万

円
）
、
積
立
金
は
五

〇
万
円
に
増
大
し

て
い
る
。
総
預
金

残
高
は
二
七
二
万

八
四
七
八
円
か
ら

二
〇
六
四
万
七
三

聞
入
円
と
な
り
、

七
・
六
倍
の
増
加

を
み
て
い
る
。
明

治
三
〇
年
代
以
降

の
預
金
銀
行
化
の

進
展
の
中
で
、
店

舗
の
拡
大
等
を
通

じ
て
預
金
の
吸
収

に
つ
と
め
て
き
た

成
果
で
あ
っ
た
と



近
江
銀
行
設
立
前
後

四
〇

い
え
よ
う
。
三
七
年
末
当
時
は
預
金
残
高
の
う
ち
当
座
預
金
が
五
四
・
三
％
、
つ
い
で
定
期
預
金
二
一
・
六
％
、
小
口
当
座
預
金
一
九
・
四
％

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
当
座
預
金
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
か
っ
た
が
、
大
正
三
年
末
に
お
い
て
は
大
き
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。
定
期
預
金
が
全
体

の
五
三
・
○
％
を
占
め
て
お
り
、
つ
い
で
当
座
預
金
二
二
・
八
％
、
小
口
当
座
預
金
二
〇
・
四
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
三
七
年
末
か
ら
大
正

三
年
末
に
か
け
て
定
期
預
金
の
増
大
が
顕
著
で
あ
り
、
小
口
当
座
預
金
の
増
加
も
ま
た
著
し
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
近
江
銀
行
で
は
大
阪
の
本

店
や
京
都
支
店
で
の
取
引
先
に
は
、
綿
糸
布
関
係
の
商
店
や
問
屋
が
多
く
、
預
金
に
つ
い
て
は
当
座
預
金
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
四

〇
年
か
ら
の
不
況
の
過
程
で
、
そ
の
伸
び
が
低
下
し
た
こ
と
や
、
大
阪
市
や
滋
賀
県
を
中
心
に
支
店
の
増
設
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
過
程
で
金
利

の
面
で
有
利
な
定
期
預
金
が
増
大
す
る
に
至
っ
た
こ
と
な
ど
、
預
金
構
成
の
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
貸
出
金
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
七
年
末
の
総
貸
出
残
高
は
二
五
〇
万
八
○
〇
六
円
で
あ
っ
た
が
、
大
正
三
年
末
に
は
一
八
七
二
万
一
二

四
二
円
、
七
・
五
倍
の
増
加
を
み
て
い
る
。
大
正
三
年
末
の
科
目
別
構
成
比
を
見
る
と
、
割
引
手
形
が
八
四
・
三
％
で
最
も
大
き
く
、
次
い
で

当
座
貸
越
一
四
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
貸
付
残
高
の
動
向
を
み
る
と
割
引
手
形
が
三
七
年
末
に
比
べ
、
八
・
二
倍
の
増
加
、
当
座
貸
越
は
六

・
三
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
反
面
貸
付
金
は
僅
か
な
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
ほ
ん
ら
い
の
手
形
貸
付
と
割
引
手
形
と
が
明
確

に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
五
年
五
月
分
銀
行
条
例
施
行
細
則
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
手
形
貸
付
と
し
て
区
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

さ
る
べ
き
も
の
も
、
割
引
手
形
と
し
て
混
同
処
理
さ
れ
て
い
た
。
第
四
六
期
貸
借
対
照
表
（
大
正
五
年
下
期
）
に
よ
る
と
、
同
年
末
の
貸
出
残
高

は
、
四
三
六
〇
万
三
三
一
二
円
、
こ
の
う
ち
割
引
手
形
が
四
二
・
入
％
、
手
形
貸
付
が
四
一
・
七
％
を
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
当
座
預
金
貸
越

一
四
・
三
％
、
荷
付
為
替
手
形
○
・
九
％
、
証
書
貸
付
○
・
三
％
と
な
っ
て
い
た
。

　
有
価
証
券
の
残
高
も
こ
の
間
四
・
差
回
の
増
加
を
み
て
い
る
が
、
当
時
の
有
価
証
券
投
資
の
目
的
は
、
主
と
し
て
資
金
借
入
の
担
保
や
支
払

い
準
備
に
お
か
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
国
債
や
地
方
債
の
保
有
が
多
く
、
大
正
三
年
末
の
残
高
に
お
い
て
も
国
債
、
地
方
債
が
合
わ
せ
て
一
二

一
万
三
〇
〇
七
円
で
、
残
り
の
六
万
三
一
九
．
五
円
が
横
浜
正
金
銀
行
の
株
式
で
あ
っ
た
。
近
江
銀
行
の
収
益
源
と
し
て
は
利
息
お
よ
び
割
引
料



が
圧
倒
的
に
高
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
近
江
銀
行
は
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
期
以
降
、
大
正
初
年
に
か
け
て
、
比
較

的
順
調
な
発
展
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
が
、
貸
借
対
照
表
の
比
較
を
通
じ
て
も
、
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
1
）
日
本
銀
行
調
査
局
「
近
江
銀
行
ノ
破
綻
原
因
及
其
整
理
」
（
日
本
銀
行
調
査
局
編
『
日
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
、
第
二
四
巻
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
四
四
年
）
四
＝
二

　
　
頁
。

（
2
）
福
並
定
雄
『
下
郷
久
道
翁
傳
』
財
団
法
人
下
郷
共
済
会
、
昭
和
一
九
年
、
二
六
一
頁
。

（
3
）
新
田
直
蔵
編
『
田
村
正
寛
翁
』
昭
和
七
年
、
三
＝
頁
。

（
4
）
日
本
銀
行
調
査
局
編
、
前
掲
書
、
二
六
頁
。

（
5
）
高
村
直
助
］
兼
営
織
布
業
と
金
融
L
（
山
口
和
雄
『
日
本
産
業
金
融
史
研
究
』
織
物
金
融
篇
、
東
大
出
版
会
、
昭
和
四
九
年
、
所
収
）
九
九
八
頁
参
照
。

（
6
）
近
江
銀
行
は
創
業
以
来
上
位
株
主
と
し
て
、
阿
部
市
太
郎
や
伊
藤
忠
兵
衛
ら
、
有
力
な
江
州
商
人
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
同
行
の
第
六
六
期
営
業
報
告
書
（
昭
和
元
年
下
期
）

　
　
記
載
の
株
主
名
簿
に
よ
る
と
、
株
主
総
数
四
三
二
八
名
、
株
主
は
大
阪
、
京
都
、
滋
賀
、
兵
庫
な
ど
を
中
心
に
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
。
上
位
株
主
と
し
て
、
京
都
殖
産
株

　
　
式
会
社
（
社
長
下
郷
寅
太
郎
）
の
二
手
六
八
○
○
株
が
第
一
位
で
、
株
式
会
社
阿
部
市
商
店
（
社
長
阿
部
市
太
郎
）
の
二
万
五
五
五
株
、
伊
藤
忠
合
名
会
社
（
社
長
伊
藤
忠
兵

　
　
衛
）
の
六
、
三
一
〇
株
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
さ
ら
に
田
附
政
次
郎
五
、
三
】
六
株
、
瀬
尾
喜
兵
衛
四
、
五
五
五
株
、
西
田
庄
助
二
、
三
五
〇
株
、
阿
部
房
次
郎
二
、
○
○
○
株
な

　
　
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
近
江
銀
行
創
設
以
来
役
員
と
し
て
関
係
を
有
し
て
い
た
阿
部
市
太
郎
、
阿
部
房
次
郎
、
そ
し
て
伊
藤
忠
兵
衛
家
な
ど
が
一
貫
し
て
主
要
株
主
の
地
位

　
　
に
あ
っ
た
が
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
人
々
の
関
係
企
業
は
、
近
江
銀
行
の
取
引
先
と
し
て
も
重
要
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。

（
7
）
明
治
・
大
正
期
に
は
機
関
銀
行
と
呼
ば
れ
る
銀
行
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
大
正
期
と
く
に
第
一
次
大
戦
後
に
機
関
銀
行
の
弊
害
か
問
題
と
さ
れ
、
当
時
の
論
客
の
一
人
目
あ

　
　
つ
た
堀
江
帰
一
は
、
機
関
銀
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
私
が
こ
こ
に
機
関
銀
行
と
い
う
の
は
、
富
豪
な
り
事
業
家
な
り
が
、
独
立
を
以
っ
て
、
又
は
他
人
と
連

　
　
合
し
て
、
】
つ
の
銀
行
を
組
織
し
、
其
銀
行
を
し
て
社
会
公
衆
の
爲
に
、
金
融
機
関
た
る
業
務
を
爲
さ
し
め
ん
よ
り
も
、
寧
ろ
銀
行
の
設
立
に
干
与
し
、
多
額
の
出
資
を
爲
し

　
　
た
富
豪
、
事
業
家
の
歪
め
に
、
特
殊
の
便
宜
を
与
え
し
め
よ
う
と
す
る
銀
行
を
い
う
の
で
あ
る
」
（
堀
江
帰
一
「
銀
行
整
理
問
題
」
（
『
エ
コ
ノ
．
ミ
ス
ト
』
大
正
】
二
年
五
月
一
五

　
　
護
摩
、
所
収
）
と
述
べ
て
い
る
。
高
橋
亀
吉
に
よ
る
と
、
機
関
銀
行
は
、
「
明
治
大
正
年
代
を
通
じ
大
に
盛
行
し
、
大
財
閥
は
勿
論
、
中
央
地
方
の
中
小
財
閥
ま
で
機
関
銀
行
を

　
有
せ
ざ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
状
態
を
現
出
し
た
」
（
高
橋
亀
吉
『
我
国
企
業
の
史
的
発
展
』
二
五
三
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
も
機
関
銀
行
に
つ
い
て
の
考
察
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
寺
西
重
郎
氏
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
機
関
銀
行
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
々
の
取

　
　
り
上
げ
方
に
ふ
れ
、
一
つ
の
テ
ン
タ
テ
ィ
ブ
な
定
義
と
し
て
機
関
銀
行
を
「
産
業
銀
行
の
う
ち
特
定
の
企
業
な
い
し
企
業
グ
ル
ー
プ
と
重
役
又
は
株
主
を
共
通
に
す
る
た
め

　
　
に
、
そ
の
企
業
な
い
し
企
業
グ
ル
ー
プ
に
、
資
産
多
様
化
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
、
優
先
的
に
資
金
供
給
を
す
る
銀
行
」
と
定
義
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
と
述
べ
て
い

　
　
る
。
（
寺
西
重
郎
『
日
本
の
経
済
発
展
と
金
融
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
七
年
、
三
〇
五
～
三
〇
八
頁
参
照
）
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
よ
う
な
機
関
銀
行
概
念
が
、
ど
の
時

　
　
期
の
ど
の
範
囲
の
銀
行
に
妥
当
す
る
か
は
全
く
別
の
問
題
で
あ
り
、
今
後
よ
り
具
体
的
な
事
例
に
も
と
づ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
か
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
日
本
銀
行
調
査
局
編
、
前
掲
書
、
四
＝
二
頁
。

近
江
銀
行
設
立
前
後

四
一
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近
江
銀
行
設
立
前
後

日
本
銀
行
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
日
本
銀
行
百
年
史
』
第
一
巻
、
日
本
銀
行
、
五
二
二
～
五
二
三
頁
。

鶴
見
誠
良
『
日
本
信
用
機
構
の
確
立
－
日
本
銀
行
と
金
融
市
場
1
』
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
、
四
｝
入
～
四
二
六
頁
参
照
。

近
江
銀
行
『
第
八
期
営
業
報
告
書
』
（
明
治
三
〇
年
下
期
）
に
よ
る
。

駒
井
喜
一
「
近
江
の
問
題
二
件
」
（
『
近
江
と
人
』
第
六
五
号
、
昭
和
二
年
一
日
号
【
五
日
、
所
収
）

日
本
銀
行
調
査
局
編
、
前
掲
書
、
四
＝
二
頁
。

近
江
銀
行
『
第
一
五
期
営
業
報
告
書
』
（
明
治
三
四
年
上
期
）
に
よ
る
。

近
江
銀
行
『
第
一
六
期
営
業
報
告
書
』
（
明
治
三
四
年
下
期
）
に
よ
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
預
金
市
場
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
鋼
見
誠
良
、
前
掲
書
、
第
五
章
を
参
照
し
た
。

近
江
銀
行
『
第
八
期
営
業
報
告
書
』
（
明
治
三
〇
年
下
期
）
に
よ
る
。

高
村
直
助
、
前
掲
論
文
参
照
。

池
田
経
三
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
「
大
阪
銀
行
通
信
録
」
第
三
〇
五
号
（
大
正
一
二
年
一
月
）
を
参
照
し
た
。

土
屋
喬
雄
監
修
『
地
方
銀
行
小
史
』
全
国
地
方
銀
行
協
会
、
昭
和
三
六
年
、
一
＝
二
頁
参
照
。

後
藤
新
一
『
日
本
の
金
融
統
計
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
五
年
、
九
七
頁
参
照
。

四
二

六
　
む
す
び

　
小
論
に
お
い
て
は
、
明
治
二
七
年
三
月
、
江
州
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
大
阪
市
に
設
立
さ
れ
た
近
江
銀
行
を
対
象
と
し
、
同
行
の
生
成
、
発
展

の
経
過
と
、
創
設
以
来
こ
の
銀
行
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
、
阿
部
市
郎
兵
衛
、
同
市
太
郎
、
同
房
次
郎
、
あ
る
い
は
伊
藤
忠
兵
衛
ら

の
足
跡
を
と
り
あ
げ
、
近
江
銀
行
の
特
色
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

　
前
記
の
人
々
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
江
州
出
身
の
実
業
人
や
そ
の
企
業
は
、
紡
績
業
を
は
じ
め
と
す
る
綿
業
界
に
か
か
わ
る
場
合
が
多

く
、
綿
業
界
は
「
江
州
系
を
も
っ
て
固
め
ら
れ
た
る
業
界
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
に
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
。
近
江
銀
行
は
創
設
期
よ
り
役
員

に
も
綿
業
関
係
者
が
多
く
、
株
・
王
名
簿
に
お
い
て
も
綿
業
に
か
か
わ
る
人
々
が
多
か
っ
た
。
近
江
銀
行
の
重
要
な
特
徴
を
こ
の
点
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。



　
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
は
、
綿
糸
紡
績
業
を
中
心
と
す
る
綿
業
は
わ
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
日
本
経
済
の
消
長
と
も
深
い
関
係
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
面
に
お
い
て
景
気
の
変
動
に
さ
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
産
業
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
業
界
の
浮
沈
は
銀
行
経
営
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
近
江
銀
行
の
創
設
期
に
お
け
る
度
重
な
る
危
機
な
ど
も
、
か
よ
う
な
環
境
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
厳
し
い
事
態
に
際
し
結
束
し
て
業
界
の
困
難
を
克
服
し
、
銀
行
の
維
持
に
つ
と
め
て
き
た
の
が
江
州
商
人
た
ち
で
あ

っ
た
。
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
が
病
躯
を
か
っ
て
近
江
銀
行
の
頭
取
に
就
任
し
、
再
建
の
た
め
に
挺
身
し
た
こ
と
な
ど
、
の
ち
の
ち
ま
で
の
語
種
と

な
っ
て
い
る
。

　
伊
藤
竹
之
助
は
伊
藤
家
の
同
族
で
あ
り
、
伊
藤
忠
商
事
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
を
回
顧
し
、
「
以
前
か

ら
我
綿
業
界
は
自
分
共
の
早
し
た
事
の
始
末
は
自
分
の
手
で
す
る
と
い
う
風
習
に
馴
染
ん
で
居
て
、
他
の
商
売
と
は
自
ら
趣
を
異
に
し
て
自
制

の
力
は
強
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
随
分
長
期
に
亘
る
取
引
も
常
に
行
は
れ
、
相
場
の
変
動
の
荒
い
商
売
に
似
ず
、
其
処
に
一
脈
の
秩
序
は
厳
格

　
　
　
　
　
（
1
）

に
流
れ
て
い
た
」
と
語
り
、
さ
ら
に
大
阪
の
綿
業
界
に
流
れ
て
い
る
自
助
努
力
の
考
え
方
や
、
幾
度
か
の
試
錬
を
経
て
、
不
況
期
に
も
同
業
者

に
よ
る
共
同
救
済
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
近
江
銀
行
を
創
設
し
、
多
く
の
苦
難
を
乗
り
こ
え
て
こ
れ
を
育
て
て
き
た

の
も
、
権
勢
に
頼
ら
ず
、
自
助
努
力
を
身
上
と
す
る
綿
業
人
た
ち
の
気
風
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
近
江
銀
行
は
明
治
三
〇
年
代
末
よ
り
積
極
的
な
銀
行
経
営
に
の
り
だ
し
、
と
く
に
第
一
次
大
戦
期
の
好
況
期
に
、
店
舗
の
拡
張
や
預
金
の
吸

収
、
貸
出
の
積
極
化
に
つ
と
め
、
一
流
銀
行
へ
の
途
を
ひ
た
走
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
次
大
戦
期
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
り
上
げ
て
い
る
が
、
好
況
期
に
お
け
る
堅
実
さ
を
忘
れ
た
銀
行
経
営
が
、
や
が
て
大
き
な
破
綻
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
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